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---- 十津川村林業の展開と現況 -
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まえかさ

わ*は4祈のなにっ いてば マ* マ 口契改とyに ・ てい 

ろように凡われるが 戦彼から現在に至みミズ. 一体茶ﾡ生性 

発及全不上てきていろ2か そて しベ及塁示Lて、てい2と
ばや灯な2きさごってめ といったえについて はF恐波山日じ 

くあるこいえる

われわ水が ミういった日ﾡ求。立受性さ文じ以は ナ 

くなくとい「茶基*内メと基本井ﾡ」の冷において示北た 

ごとく 政の産立上 こ ○座の担 い52 口聖が最立撃な ジo2Lo 
と歩えたことにあると いえる-

こういっ/ほ ご共通的な内ﾡ教と tっマ わね われはこ て 

ﾡ岡界天名林示なら びに支知 . 年所系T におけカバ現模林東を . 

少及は示ﾡﾡ十 川 に おいて査:おこなった. 十ポ川村林 実は 

天花米がﾡ企此といわるのに対してﾡ 雀 こと表ﾡさろ」うな 

ﾡ欲そく っていや. それだに天ﾡ林茶との対比において有途な示 

夕を得る こ こがでさた.

十 キ川 #。査ぐ飛 について ー ナル Pにがお ミなった4 
ア"株求級営査継 (今松#) z. 家邦ぐ川他き火み林業圣 

済別 え会に同に合ク北るべくﾡ複2 L てこクェめた 村 引っr+ 
ド川林茶2及Wと死ﾡ」とを"刷L.欠送ナるここLた。 本的 

なず査催系については然日あめためて 版告ブ おサ定 であみ.

体りになって1オったが十川州沼査において示*に尺が衣 央 

林称郭役 杯正イ浜さはじ県取及のケ*. 全く沢なLに. そ 

2真商目 と次条 と に お いて欺大 Kの ﾡ洲とお むことのでまない 

『那川牀衆改及施専賞疑衽所决.” 上を夫 次なら ひ」こ価薄資 ﾡ 

期茶央名本な々 ﾡ木X多.汁上ボ大のaえミらにはた基い御め 

力 を いた だい た 十 理 川長場 ○«なら びに 浴衣 才なとな った 

米後営送者に火 よ ク ﾡ ◇文をあらわLます. ( 文 f )
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そ"I TC戻

①ﾡる T.C
② 河有山林。在

神 納 川 求 政

③*き著※ ※

I 切 洞山 林 劫 現況

①mボ 台 惬 

y ゝ

ﾡ、

茶

よ22 イa
/ど◇ fa

② 団状およ び今ﾡ本

有山林は と支～ ており 団地ﾡはョ～ ヶ.ﾡ大の田

地一っのか2とよっ ておそのメム積/2◇メ であ

ろ.

①③ 主マがﾡとその面検ッぐ

スギ ヒノ ギ ル 2
ﾡ* s

② 令認相或别 面 就割 合

ヘェ林 <2年(内期〕 

。一 <2年

/ ～→◇年

/ A セ り依期をﾡ -<。

◇ 2 プ

上 y。*,

5'2%
・ «2%

。x (/。年)

通りぐあった.
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(注) <上 の山 牀 0世疗 祷一ヲ//. 除也/バ ルク相( て いみ

[面ﾡ ぎ 2/が /]

サがチ いというﾡ各2が ヘエ党地 は冷な西置ジ 

まエウでﾡダ t た ※え内夕2 示Lている.

®表 比

水ロ 4タ

畑 うス

畑シス◇う ら/次 は 必奈 用 苗畑 と L て利用さている. ※地 

は u 腰 o え叔 にり 生社力は 会点 A =急い-

I 盗※○湾

和み4A 当ド→ク。 生という スギと体深 L た記憶か'% り. 

神が川え域て 出堂林 5 は じy て火花 た家でみ方 . 現在ﾡ為 山林 

の#分は/時町へしたか唄とがてない. 先 々 ○FAIに ・uをと 

ってく れ. と いう て者っけとﾡﾡにおいて いったという会T C 
氏 は tﾡIていろ. い づ z Lろさ < から 怵喙生 熊 を はじめ 山林 

"巣 痕•じ あった .1 C6がK入 れた山し林は7。 ～夕2 4e にス の 

ﾡ ては村K が他ム 2 場合 財○那才 有着 から"城 

入 が多 い. 浜一山 々 価格 はN" 当<～ /e7*いうの が現 在の相 

場くある. こxがとりそりu がム x は西 う文名 4 ? て いろ が 

そる例はケない. u"秒めみしかったた。は、狭ﾡみ食ﾡ後検の 

内で 神M川 次城 の 抑声 は/一»叫及 ったと処 られ 万, TCﾡ 
自身はこみと全は変化 てハない.

① 苗木 S 岡里

gみ年には十企のﾡ気会クけタ。 <a 以 上 丫,垣 林(冰 転 が主) 

tており 斗同・委ザノ。がネほごろ. こうち日な生 

苗はアーみス本 (協/スサ 山)二 苗加 パ 反歩 を じっこ 苗 

木生ﾡさ行ってい2 )ヂり～タス本は 2 "ﾡう生をみ首木 

y財 入 し て ハ る. スヤ首ノネ← ヒノキ<H(ラ生)でろ 

る.

②ル 4
尚 24契はでは 』下業は 舟列 条( ないで. ﾡ付げ で

わりa 坪り < い/バ き林列 係 力仕 事士( た終及 a 4 
つﾡﾡ者のﾡめらﾡﾡ2*あようになっ/. ﾡ期は灰がら愛書 

◇趣付まてて /イ 当りダ※労仲せは。^にスぶ.

③ 座 付

ﾡﾡ。場合 は/<A 主こして台3〜4 一はハに ・ 

ラ月から上月25 ッ月 こわたるのは人メ"杯念てあり . ミク求 

ﾡぐは私及が俗 ハ o.で首木 ◇% ﾡ - さ 登ﾡ響な at.
植付女は→ よ2◇本～ s ◇ク。本とにﾡ的祉ﾡくある. と

はT.CKﾡ有 林地は上ﾡいそかく 土ﾡ &茶く雄Pてﾡ示 

地であるためな^で. 造はアタメン 次ー好 でろる- /日 

夕22へ 乙◇◇本oウ桜で. ﾡめて率的なひ . こ◇土ﾡみ 

ﾡ s が大 い に彩響 ( ていろ.

③ 下 : パ

地付弓どキ向つつて.。ら3年ちくター友行 ナなカ

ち. ノ・2 ラ « .4 /◇の各年にうわけで./。

算 ぐ 仕 上 げる こ とさ日が2L ている.

消期 は夕月〜 /2 月で が圭 だが. T 川 ヘメ2 商 係 から 実 除 

= は/Y っ て いる. T/I政と ﾡへU ようと / が Tバ川 

ﾡ は ﾡかい ヒころよで水木ないと いう ﾡﾡでを及がメそない とい 

うて木入れて いない.

林 生 ﾡ
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⑤ 及 切 シ 除

下パ *戸片に行う-

©R rr
炭 は*ってん上うと児うが. 支 た* ～ていない.

②係 後

とく にない.

⑧- ﾡ

ﾡをの歩林地は祀ﾡ地な。でをﾡク愛はない- 

先

① 商 枚

ﾡ数月ユクータ。年向=/〜→函大施してい2- 送木は 後芝 

者ﾡ夕 が行 い そ。力針 は立木えそろえる二こ 2主設こしてﾡ 

い木ェ以杯ナる. 杯は自分で行い る場合はﾡで列み. 

②= 炊

スﾡはみ。全目ﾡこ し て いろ が. 突欧はタ。～ 72年にな 

っていろ. T.CRは ■— eこ々型ﾡを 普通依期 x 。 4 ざが 

このと全の市場ﾡ格は8当 り 4222 、よeク2"でるの)z 
期 み2年 では 8者りイ2ク。～よ22。Hzなり ・かく乙 

が多 く)k 乃 と生べて わ る.

属の到ﾡには-見- ・択々ている. 兄はA大後系着 

てﾡて正確に( かくく材ﾡ。見点り会う・ 礼金2*<2 
賃 金 の よ う な 相ﾡといったくのはなく. 寸*Lて fo。 

円位を2む. 者がこの見をﾡんて相多に比戦してみる.

③ * 理版

立木たりのたぬﾡ公ない. ・

④■先:そホ

立木先ク

R T“イテは右 く かと 浓 外 tていろ十 ポ 川 "水ガ奈着て☆/。 

ヘい々・

水代&の 犬 済方まは立水へ企の一名付金こL て マらい

-ジ- 

夕りとポキ 乏z クけとタク バ番血んが / 千 ヶH 上"取 ラ= 

なると期同は /〜→4= ス

③ ホ 岬&=ナろロ

ポ ット市場7 日 = マ江こa 、くいみ.

©-ﾡ微 ^

(イ 斉林生ルはポ 生 オ上り:乱分 的 厂 味 た•.

〜) 一項後芝。場念 双金がしくなろニとが力えうそ 

I= 比 てﾡ休後る出 余がある . ﾡ金 引 が い ( ハとビ 

( て く 堂林か 着 こな2.
" 木 級へ さ旭林作糸に伏た場今市がﾡにかろ. 

並林く次 は及い終聡でn条化 L 目に児え ない※ 会t
フ .

(=) ぬ氷桜林ﾡ入よた場合 キ店の林サケないとにﾡ 

炊を盤 は ^

メ上のﾡﾡ で一賞な客形ﾡ 2をた( 声林性交に朱 Lて o 
だ◇木材ﾡの衣しい交ﾡの受全兄てさてい々たけに. 木 

材米)z不 安さ ご ら 斉林生え - uさつくるゝとに専令てい
• ・ ・*

方.

①の 責金名

形和:<年 殺林Y公資& ・。。nタ ヘれた 以外 は 自 ビ 

責金 ジ J： r くいろ.

マ巻 埋

ﾡははっ さり ! てハ2. 
後冬はっく っ て ハない.

② ﾡa
③報

表列 犬は=一 て いAい.

4 A 林 ﾡ後や ア2。ガHこ"クらよ。。Hは扱大堂林 

こ合ま方状生にいくていろ. 生 急 我 は洋 両 概算 ボクイオ 用(



み株片ﾡ ・ 多着"比 へ )

林の者は 常用者バノクく ハス.

者 玄 経

/A

1

者I 
君
ン

及

E
 
-

- 

「老 務

ﾡ時みﾡ (年ﾡ /24^ )

左産制2 と8分称者 は和系山界本営" 比身で 7人うら

2 ^ ゲ数布名 よ^が枚針 者て Aはオ〜52オ右分 

"者ぐある, ﾡえの引くは〜。～«よオ. 左愛洲をとる労秒者 

は4年ががらえる( マおりな突的てある。 空ヶ式は左震(世 

認ん)が地えがとﾡしい希の者会運て くろ形で 現在。ここ 

乃 円情 にい って いる.

才布村 tu小愛生る会L て送会する北ﾡ型。ﾡ称るであろが 

に 次.;、•&一定的な先務/情は 注目 Lたい.

旅 下求ク日ノ/。。H 月 ﾡ勤 F汝はク日がら 

チ日 t/たがって月久は→ ◇・。〜7チ。2F*なろ 

賃金次外の学面では. /田. 2迫う日のﾡ②來を行っ 

くいみ. こ勿 徒労務者 バ府制. 各気殿. ラジオ 服なと耐久 

消 ﾡ ル ○騎 へにﾡと ては千 潔ﾡ及2 ﾡめ安ムしくいろ-

作求ク チ 属)=つ いては 後客者 はを震 ¥ ﾡ故 Lて※ め2 が.

細切は産産かせでおる ド 修親し 合って い2. 
ﾡ時経用。ノ。。くど地えのヘは少なく多く は四国ヶ面がら 

へ ダ ろラ』に依な t< いる.

m «多者。送ﾡ

0 一頂 您送にストす る見才はささ z地た品 り ぐ.斉林経芝 に条 

*Lくいろ が 体山 林統 豊 は どジ な◇のか炉内生 どっくいる.

*#の常要 価格にっ いてのた術 がﾡ会 *れみ.

② 有面京ふグ%二とめるﾡ木については 木材茶着 T 
系送領対- 立木8当 ク /ペ。2Fでたっ た部は ズ キ2 林す ろ 

が. ﾡ水い益はよ2宮いﾡ式ﾡ倒全く2との!ている ・

③ 順H•比 夕 我 世 の卅版は g うや め て. 林※NとL <上利用 

・ たい 力、', 現在 の我址 を 林地化 ・ た場合 . ﾡく"救地に彩各す 

る。で尚単 にがム切れない ・

④ ﾡ称内懇に いては 現だは真面目な労ウ者こA入れて お 

向はないが ﾡ求 のニ* ・うえ 等午 て恭項"よ い チ を料 

本ょで面列える形で花用山 たいとう が人 2無ること がで送 な 

い. えてはゐん y他火山 てﾡ係ぐさない.



その2 S . T \

I 刃 社 対系

① ﾡ る S T 氏 (シ2オ

② 有山林の在地

③※※ヤ糸 な

I 有林2宛

① a 政 a ﾡ

ﾡ 0

十ギ川 村沟 之 原

(な糸専求)

/ /

ン» f

② 田地お」い分

ア◇辛 に分ク ており. ﾡ込大こ な団地で

③ 主区ﾡ置とそみ面3合

ス* オ//

大交： 抹 (スﾡ #) ク。名

③ 林々片友例面ﾡ引合

ン。-上2年生 ............ o %

a であで.

ターイ々)

8 イa )

/◇〜ダ2 " .......  →2 %
ノ。年生求消 ............ =2 %

③る科長
全体のﾡﾡは不ﾡが.伏期 (ダ◇～ダe) ニおるもﾡ

は /2◇みてある-

糸下示表 林 百資によるへなﾡ 面・ﾡ順ぬは次 omり てある.

(ﾡ) 単ﾡは面ﾡ /a

窄 I 1L T ▽T
■ ■
WT V t

*<ケ
(<)

"7
(e)

//
(め:</<) (→4<e)

<ee
(〜ce) ノ"

(<722)
<(5*7

288/ 
Cceeや)

/夕2(<e2
W 22

(-2 <eo) /みe 
(→～e)

•

.--- --

厂 /e 
(^) (3ee>

/(/-e7)
→パ今

・/*<e)
2 32 

(7→2)
< 

(7e7)

( >はﾡる で示す

ガ 利 者ST 氏は赤商積 ・ が「茂列ﾡ及なとﾡめく産に花ﾡ

1 ていること か々かる . ( ST 氏はこ ◇オに拠烈。清石 u林4 
イ4 き花 ていろ)

©ﾡ 地

沼 2次

平近はﾡﾡ(カキ)2 地ﾡLていろ

I 各営" 用 第 、

ﾡﾡ水期力の時代に究在の山林面ﾡ ク<ッ (やク«x)2 
有! ていた-ベク忘E和ノ®よりなぎ者として 林茶後老に 

たナさわ って*た. 五糸ヶ面へ、 区滋所皿活にボ材業者そ は い 

(ﾡみ) 拠在いペ々ている・素材生ﾡ全やっていた片土地 

ぐるん山名頁入れて有山林会ﾡ大 ・た . 現在は主として 日乙 

有林"ムの方林 未材上をに糸すIてい2-
アﾡ旅

① 普木。性

欠新(羽 之みが求の 内り) 内○首木生産者 = 料に 依 

ﾡして 生差山 てtとハ 千均→スネ と原へ L て い2ナさ苗

○価は 本 7n.
②ル 埼

発々ご行なわない. 林報。必かは製永L てから 城がすみ.

③ 通 付

時メ は→ 月～ビ川. 植付本ム /ペ 当りチペク2ー <ペク2
* 功ﾡはノ日ノタ。ヘノ>。太て活着と」くすろ 

り てい々いにﾡえろミ こにしていろ.

ﾡはﾡﾡよ救。や /" み庭皮 であみ,

① 下 パ

ﾡ付 t てみら4年 て今 い. *ﾡは 74う で/ お

そにっ ・たがって、 ん 2ラ <生2<
シ ニ N =な ろ.

購期は2月- フ月て 功 混 は 立地 条のよいと、ろてノ イa



-1-
りノクん. /ョ/ヘ/ス歩という。 が率 こなっていみ- 下 

パの才表はﾡユみられる合川方式ぐある. 下パﾡは用い ていな 

い.

③受夕
下 メリタ と & 一 結 た れい, 料別2はやって いない ・ 蔓切り 6 年 

茶2考えるこ下刈換は不ﾡであるとみて いる.

⑥除 戌 J : ,
とになっていない。

①②ら

③係,後
係後 . ﾡく こもxやって ハ ない.

V x 光

① 商A ・
政ﾡ。加ﾡてはX場太 2生ﾡてき々 よ う な向はえ なo. 

土地の祀及によ マて戻るが 主ま で 目行う・ 

②主

ﾡﾡはze ～←。4 区採論ﾡ"営状2は符えの才針はなく

小 面承 な。で後"u 2依探ナろ時一ﾡ にﾡろ.

③及ム4材

自E有林クやﾡ会へ大 を丞いい,杯には 24ﾡかみ自 

ﾡ 六。 祭 を更入てnいている, 土場からのﾡにはト フッ 

7 2 ﾡんで い o. ^
③及表 ' ,

T 川 * ゅ○極泉市場なムナ. 市場よ でトラック/今2 星賃 

はノク。。ロ,ア当り子均夕。円とな2. 市場 ﾡ は 

カ 形系引で奇通4と日であ2。
③ 市場 個松z図ナ2 ﾡ報

木ﾡ。凝承加場 にナグ ら仰なにアいて は 直長市場 より得て

いろ ,

②-K«ﾡ - ^
斉林性差のんだった め)=j和 ユ 4がら ﾡ材ボ着 そはいめ内

-15-
ﾡ出 は次のさときこみであ?/・

(イ) 斉林生ﾡて立木そっていたのぐは林地。校大 がで全 な い. 

ﾡ生え業者になる と欠こ取列がム末 融夜をうけ2こ

< ゲ『定こなる. 会承画がう 1 < ワ は. 一新奈夕爬冬 玄松 

大(. 上地付山林2質付 結る林地のゴ入ルがでさろ.

・ 土 城 を.;・ やすた 切に はま が な を やら ねほ •な ら ない.. とハう.

co) 有林生え隣代にu2ったが. *林米着がへ金を文。て

<2:と があ った. 木材求者には正ﾡ 取 引ナみくは な 

い. 地元み求者に "狩- てくれ. でハ金っ ﾡ がH 科 て な

(ハ) こうLた状ﾡのとさ.孫木市場が來たので日な生ﾡ材を 

ポ材とLて光ムナミと がで た.

イニ) 方ﾡはﾡ林業着にえみ場合の両斜さがなく」 か:相場い

は々さり ていろ. そ。 上正量及 列くあろこ こ

⑦ 尚会ﾡ堂

ナべて 自 工 賞金 ぐ って いみ.

© 後後寸1
現在また自乙有林"ﾡ猟2や?て いなo. た林茶コンサル 

ア ン ト に依本 L < ダ洲 eう考えはな い.

軽き画といったどのはなく. どうょういと ホー ッ と考え 

マ いみ 程展 たか二 象採zめ っていさい.

② 盛型名4
③役 理

回林業女ムて千ル^。スH. 生慈制 6 4 月 ( 家放め火 

ﾡる主。祉. 人 )/ 4。方 消 ク入 名 須な ・ 儿 は な ら な。 ・ 

怒虹 は ナべて 自乙ﾡた* っ < い

④♦務省理

日当で算るが。 常川ゆダ形着が人"ろ. ハナ*イ部永 

内のAでAKグオ. BB4よオ 平均月当ク。日 ﾡ効 日
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救であみ. ^は主と てが材生ﾡ当させ。 林にはﾡ 時 

ﾡ点ズてな予労称老2ﾡうﾡ全は男/2。2(区木材 好

林)女ク22H(塗』) ぐゆる. 市川的ダみ者はそ ら 力人 労 災 

係検とかけて い乃,

W 後巻番2文
① 遊洲助金は 林茶が探ﾡク *れない42 か らナっ とﾡウ

その3 Mt.C ﾡ

てﾡし 0.

I 羽A対か右

①下名 mtCR(*ケオ)

② 江有山林2在ル以

納川 ﾡ城 (十 ポ 次 )

③※後平条 会次

① 桜 眼 佐

林然老の米証2なっくいろMJC戻(アタオ)は c系o 
ﾡ京2ある. (ﾡ式時たは不在であった。て浜男Mt. Cﾡがら 

程 遂 秋.況 2日った)

I 有山林ク現

①画 政 公面 <4ム

② 团 独京 お よ ひ•分敖状'況

花状は多い. 共有u s式った /g み ◇田地 が一 番とま? 

て いみ.

③主要閉膻ヒそみ面决割合

ス ギへ エ 林 。イ

ゲッ称林 s。 Aa
④ 合旅*』面ﾡ引合

スギヘェ株 /◇年米済 /←メ

/圭*上 / A
奈衣系株林ずﾡﾡによ ると有山林の面ﾡﾡは次の込り ご

あ な。

パパ II一. ___.._..._
F i-VT 四 W 4:計

-.. pr 4.r ..- ；
ヽ

/<7 →7 〃什
<42)

バテ
(2)

～72
(e7m

4e→
(キ$)....-- ・

Ke7 : 2
(*<イ(ナイ)

ァバ ～.と
(-ョ (ど)

T I7 (xパや)

ィ タぶく
/7ee) (マパァフ)
・#*マ***w .一 洋 *

◇74
(> ()

々」
(7)

ユ <e2 ◇4
(よ)

注> ス上*立木地(みゞ)42イ全有していろ. 面ﾡ平位だ い 体取成 f 石)



⑤ 農世 水田 ラペうﾡ 畑うス

辽経営6/単

ﾡ 野のK 缚)N よ/住氏 の移動前 ば部 荔户救ユオ ァ コ た 

○が現在は /2ナ mt Cﾡ2祉久が山天部冷」り分かし.現た 

の土比を質へれ欠看 I . 当時現在のu林のや/ﾡはすてにが有 

し ていた. 久m.C浜 がや 之 判 ノ 山 抹 を 喫 入北 た.

( 数有林が台ﾡでや2 ◇ aあり. 兄ムで4←。Ae ある. 共 

有山は土比と とて。メタない」 »。ジはﾡ林着 にMゐする- 

ッ7有者。ハ ﾡ有面ﾡ= そ他式よみ面残このﾡﾡは、 

○に孫因があ2ように刈れる. )

① 替 獨 類涮堂

本の堂ﾡ 商ス*.ヒノキガノ死本会湾を台絵し.未2植 

用とLてヒノ キ函ヨス本と声首中 である.

②地 神

益会ケ? <いろ.

③ﾡ 付

神約川城は糸加地ぐ. 坪当りん本ーネ ・たゲって イa 
当2～ク2ネ m林( た . m付"場念 . ※2勤がナタネ 

ﾡメ た ・

②下/

付た ラ4同はあ年行い.」 そてがら2〜ョ年岡的会 お o て /Q

-4 て下 パナろ.

③※切 除

ノチ年以上にな? て除 つる切と行なう.

②必a .
者をで2ク～。本おなた. =はﾡ香量/wP?た4て 彼 

ﾡを受けたのはル戸。ひがけ地に生有 て いにﾡ/け位 ス ャ 

ゲ. 孫光管のよ 商 が水 ったこ全. ヒA)= tは火た ため枯れた .

ﾡﾡ肥 炎ルL ていない.

. -1ヨー

▼以 左

① (を伐)

主するこ と がな いめで向伏が主 ぐある. Gによる木 

全ﾡ たﾡ認で. 採はな"とない. 依るクはせい北い ト 

シッノで～タ車 . /。忍桜だてある.

②杯便ﾡ
i冷に近ハ場念 自糸援し. トフック茶者2ﾡ/て高日2 

ホ場 ま でぶ. ・◇場合トラック 他攸 は/車 (4セ事) /月 

であろ.

材積洲矢)z っ いて は本 人か-山 燈 < 的川 流坎/ みヘうち 

/へであり.後験tﾡﾡてゆりくがら依ﾡ北2. /ィ。た 

の兄項り ーぐJ汨。連 いバあ 力 程及 で カカ こハう・ ゆﾡされた場 

合 は者型ク 日当プフス/ alﾡ衣 ○全 をしち っ. こうL たﾡ校 

そるっから自乙有林材についてはﾡL < 寸ぷナる。

③ ﾡ光ケ法

内探 . 城。項 でジ北たご*く 堂放に証いと、ろ・ペ 

重てﾡ者が及扱わない ど◇は自 条区深 し . 孫木市場4が 

そう ぐない は十ﾡ川2木材条着にﾡ火の茶着めナ素材 

先ナる.

④ 布う 個にパる情祭

高市場. (描原市場)

③ 一 資 各 常

(イ) 小ﾡ炭な 杯 みっで茶着引取らないり ? /け . 自 み で依 

探し優城し トランクをﾡんで孫木市場でナ. さ田で 

ノ車ノスロヌ*う場合 年2ユ～ョ車ﾡ及たとず古にな2.
a) ﾡけろより り桜わない主求だかと 他へにヌ*ク よりご自 

今 て 依 ﾡよブる.

V 彦 型

①炎場※ ^(

②落ﾡ 4



・
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鼠松 理

林収 ヘヌな ごルヌ 商 山 M ノ 浜 が担当 ・有林 佚探 2 . 
際の仕多はYt 浜 が央行 に当って い2.
u林の依探京へ は所的 マノ2。な2却べであ2 か二 .黄 

生えでノ。委目(/ﾡ)2 知 L 2 チスH かげて ハる ・ 林 一 

は多 角 的で 木炭 は 自 家用/。俵程■で え 自今生 羞し くいろ.

林糸経営 はこまで目給苗ネ 自 条労め て*っ て a た がタタ 

年は光裕 と林て茶後きにユ。ス俊用した-

生老ﾡは米を自給し . みへあ本て年向 <2不 かかる-

③ "か後ﾡ

表業 ? ai期には新送 ゆ) ○秒交状で/へ 2確係 し . 一用 は 

。人ﾡ友。 本はぬ林2らこで炭糸をさ北/. ※城ウ貨. 日 

く<) ク22H 注ぬり (男) /チ"。月.

株未画では戸林に去より常河的に意用 ( .名林 のこ= は 

本永くﾡ用U て い2ラか着2一時情用する - 労ﾡノペ・月・ 

m 茶後念者○意兄

① スギ.ヒノキヘエ林 が会 目 的にな <われて い2 が 新 

逐はある " たろ う か. な维M t今ﾡ5。年高には価催 がム て < 

るクではないか. ス ギ株 ◇中ルあろな禁めでいいび ○はみ(て 

P<分え たがz。ようなt◇であろ うか.

② 株賞税州2十で符税資ムの際ﾡ川2控除ﾡ ・2ペは現在2 
営木格 ダ質からんて低 *2.

③ 和鋭税にっ いては,名表は永のuて その山株 e攻ナる = 

全は一ﾡア分め Lて全た。たか。 合 < 列納 とLて 深税 ◇"は 

不倉式 とメう .

その4 H.M ﾡ

I 消査対系右 

①①下名 HM1戻

② 所福山牀の所在地域

ﾡ川る以 (十川次ﾡ) 

③*き#* ・

商 業木*米

②ﾡ及と

来領令型事

I 有山。ﾡ

①ﾡ ﾡ

V ﾡ ノ2と イ
見 0. 522&a1

他 上板マ欠 /タ2 イa
② 日地女および分旅衣

今 ﾡ状死 は7。ッIにく分か. 政大◇団地で:。fa .
③ 主愛営座と商真引合

N ・.. ; . -- ア。 ク

L .. -.  3◇ %
③ 林合ﾡメ例面横引合

H M浜は明らかにLなかった が飛森林西 ﾡ =上る *次 

表のり でろる.

(生 上の仕 竹。ァ7a条 有

渝 雑 単位 Aa (>材ﾡ率位a

I I ' I T :• V WT : ▽T
1

代Yル

N →夕/
1 

◇/8 ; ノフ/ →x4 み
(x*e)|(3シ3)

ァ ""土み i 
(イイ)と3)(ス6)

ス ン〜 
(みみ>(→77一

2パフ 4 ;
(2)

- - 一 --- : .」

l-.
1.……―」 -」

Ke " イ ダ< 
(4ラ7 (74) (ダ2/> ダe , &2e <→e

(ラ7の) (夕)ィ子o)
- 
/) /2フ( /o) 1
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I後き。ﾡ¥

ﾡ上灰受の土ﾡ がき有林 であみことかいるように 二 

。 邦乱: 扌 ス大 なず有2 どっている.十ﾡ川 どこて/みら 

た明ﾡの大水ﾡのがは 4み アあった が 光血十 川 r ゆ住 L 
そ o ﾡ活 は7アに救少!た. そ。ﾡスオにﾡ如し現 は ユナと 

なっていろ. 戦后 公団 株査 が■同誤 さ 火乃 までは 女 通 は小会 な 山 施 

2サく以介に表はなかった. ﾡら時に交してそかまで放て木

キ ーカ、つ いで例会る2 はなみ時だったと ハう.

材水は専ら移ﾡによっ/ミとはいうてりない. こうLた※下 

にあってと . 公糸面ﾡ /422 イa えム商が2oe イa ○西 

数有 林のう ら72e a はノ分あ之いは今よﾡでか水 と林 S れ 

ていた。的和意吃 時. また開和 チ -ﾡ政産万て食権不X . 
へ共不えのためﾡ林は 及 となかったという・

こう［た第きのヤてHM 条がﾡ していたが 比上水 乏 誤 我 I 
て いたのか不肌 たが. とろ かく戦前すてに〜2〜42 イa 2後名 

cていたこいう. H.M氏夕7オかク木材米をはじめ ﾡﾡの向 

X式本2借り てﾡ路期にはﾡ向 よ高をRﾡっ た. 銀 為 ( R 和 

年 )x山水»。 a ・ずへ九た. 現をはオー杯2催り そ会斉林入 

は 我 男 だ. ネ材条は=男に*らせ 老には商8ﾡらせて いろ・

ア*麦 I
①番木。契皇 ^

ﾡ木のゆ受怪2ガネ?ら /スネはﾡ林ﾡ合より • ノス本 

は自欲生差.

② ﾡ
ﾡの場合 イペ 当 7ー タ月かグる・

③林 一

町期 は書基X (ラA～<月> ﾡ問盤え (4A) 耕: 他 え (

。月 )の=〜の 時期 がめ ク. そ ー 4 かはダ+ /で<

* 0 ゆ両Aえ が扱く多い

ﾡ *救はこ て←。。ーム"。本ﾡえかﾡぐあっ

たかﾡは名 2°2本植えとなった- 功程は千均2よ。本.

③ T "
ﾡ林石 <4a でお条ﾡL それかり/夕 号まで•隔第 に 

ナ み ・ 時期 はシ〜ノ。月までて 星た場合ス季 =行Tラ・イa 
当河江ﾡ労竹登/夕～/グへ.各下パナると全は メa 当り /へ. 

42。2 本ﾡえ ては 合パ川テ式 2こる が. 22 本ﾡえ ○場合 

はﾡ/ ・行う・ 

⑤烫 切

普回は下 メリ と 团 階 尼 行 ラ. 八だざのナさくﾡ。茶淡 がv ごい 

林地)については行なう.

®炭 力

やっ て いない. 想が ◇とめ受ない。

①除 枚
/4一 -2e 生。〜/目 天渡する.

③係 ま

とく になし

だはや らない-

V妖 光

① ・
/44 株依役よ午経 tた2。4がらはじまりク2← s ◇.ぷ 

乙○と行なう。山=より /ロあれ は"«日 :ゃみ場令 がちる. 

②圭 夕

期 ze 4. 依期 当ク普検/グマ/石.

依坪は依木ﾡ産2依杯み・ 8当り7。ラ22ア・

小 L戸ﾡ左及た依ﾡナる. ○当 り /2。〜/ -严 のな 

削ス ..

②以究 法 

糸材 り.
③ ホ 場 価 に 同す るﾡ報



才ﾡ川木物。孫水市場 (新電市多と高日 河場 ) こ個へなﾡの

き ﾡ市場にがLている.材つ水でなくつは商場 

にム( . 、新宣ド は出さ ない.

ﾡ優は室ラク。A. 高日 *き所 杉•外 は共にア。・. 

®-系後き

(イ3 - 項後老 ナるかしないかはヘによりけり. 街光 でさ2へ 

がペ 2.
(o) 卜有省の場合は . 材ﾡが所確にさ た ﾡ格は旭場てが 

なて4ォ～さ ク永ま る永林祖令な制次が」い-

" 区探 でさ る 山な画ﾡが ・ペー・ククイ4 ある場合は 自 こ. 

。 u, たけ てよい.

①責&ﾡ堂

十川木物 (目歩 ・支)

商ぶ夕 ( - 夕のス)

ギ営yT場 ( メ→ﾡ)

a ごパ ら#皇 る-今 向ノク忍〜/スる二政なうニナ

は A術 ・よ2<4n 木協7。。マ月.ヤあﾡシ～。スロ 

○m用 と.夜上ククHの自乙資食で優核ナる.

V ﾡ※者みえ

T u バ安 じ ね ば"頁 うっこ りぐいる.

WTﾡ ﾡ

① ﾡ後計 て

な ( へ

②« 型

栄後営貴 x2H . 生活貴め .
.学「留理

• ' /え 3ヘ 

\m画1→ス (*よオ. s。オ)

m ・ 水 身 のダ ﾡ者は茶 ◇央糸したへ でW和→2/J り仕中

纟ヤ って いみ-

隊日 A千均 →2日

低金は (男) ノタククH (女) 722m



対

況

ﾡ

( ﾡ
林 ク

数 (

名

不 山

»1 た

糸 若

F.Kﾡ

五

ﾡ

①③

① ﾡ ﾡ
②

天

③ 主そずﾡこ その面震例合

N -
L.

…―…八.

本^木=^で

て いろ.

② が 

ﾡ

*

団光およ び分故ボ死 ・

← 回地に 分京( 内み イa 
2Aa (共 有林/イのうち 

安 / メx てある

別 22

-2c-
そo5

) 「・KR(T キ 川 オ『 内 お 今央) 

を 地 ﾡ

十川刻)

素京も後 なみ , 息子は十 川村役場束

(共有 林

央 ﾡ

ど 2

及 シ

-2 2 イ のラら) 

ノグ A .法 窓

ご

%. ヒノキ 22父:2/イa ズ

: /。(天 笠

①② ⑤ 林冷営別ﾡﾡ ・奇ボ

F、” I I W V1 WiWz wf

q冷 

・ 公.

◇ チ2 2 ◇
< 2 <ce

→+<
/e

乙 /

7
47e

c/e
-/°へ

/← o

L. n札... 
d ﾡの

◇ ク

7

i
< アよ

/ク/

+ A (/) 
^ 2 藤 (②

■
夕 よ

<7

「

© 糸 

水

X
そ

I 名

址

2 f・
登 o

22 アール

2eアール

ノ»ール (営畑念す)
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取依グム設によ りギ。。 だa ミ 共った め一 帆 右 ﾡ代が ら ほ 

現 在2林面根会戸 t.て いたた. ﾡ在さの紙送尚ﾡとへ /スて 

,なっていろ. 座活Wの林にはス ギ"。 優ﾡ木 史採 ( 公出林

・ /4ふ今田旦回通育に枚流( 

在立糸な スキ・L/+。 =以林に 

ﾡ なべの地科2 /例2示L
Tﾡ林生社

① 商ネ収皇

自孫数苫さな［ 年ﾡ山首

/ミ>ムたﾡにヒノキジ雄ﾡ 現

なっていみ林2有L ヌ通不

て(ろ。

ノグ»»c本そﾡC て いる.

柳 千 ( 村 ﾡ でﾡ (たざoゝ け 春 林 .会ろﾡ入-首求)2は

ホ

②

ど

ギ

ームラークー 消 こはボル ド-求*代川( てい カ.

地 揖

ﾡは cない.再地林の場念は 伏 林 のと* っロ

ノ本に? 2
2下 木ﾡﾡ(

① ﾡ 付 

片期一 :

ろ.

埴•本敕 -

丿力

のた

① 下 /
堺-

7月土次払, 林ﾡ系ﾡの場合ば スギ・

, 上木雑木 2松さ枯 ・ナ方法によみ.

月～<H

/ なQ
/ん/ 日

ﾡ m <A-
かで多グの づ か、ある.

上 ﾡの賞

〜-2e。 本

(央) は下流より む近

ラ242〜

女 /$o～2
平夕/a

本

木

人

今 川 で"めみが. ﾡ時ﾡ(料へ ) の



-2&-

T

功 だ ー : イ"・ /2^

下/。 とき行なう.

⑦ め

③ 保

③ ※

①両

は 行 な わない。

肥

状 a 以 就

g2目位に会ﾡ者に変ﾡと <笑木( 木メみそナみ. 老川 

烈以のが習 に I た がい /ョx )= よ り ﾡ列え そな( ベ 

メョクペ。ロ (2シ" <ロ )位である. 千ﾡ的 /28と確条 

=なる- ^

② 主 依主区材

依期 2よ24こL 子均ﾡ材ノ～2石2 枚係ナる ・条*

々めためその位不ﾡのムマな と依2. 立木aco 
円位である, 

ﾡポずえは向区"場合と日係、 

③はネ坂

材 性ﾡが着が行 な う が. こ○糸者は山林有者でくあ2.
営設係桜賞とと ては公国林路でﾡ金ヨ～スn (利足メガ ゲ 

こ れ に加力み) があ 2 ・
③際ェ

ま •同我が と 2 立木ぐ高光の余材生ﾡ糸者に先坪 ( . 茶着は 

五糸清場、ガ 2. べ金は先更所ジの袋った と*付金 e 
= 9 伐 採 系 ○と*ﾡナ2方な2と。< い今.

③ 市 壇 "ポ :Wナ◇がﾡ ・

み糸死 介必から2 情 ﾡ によみ,

© ﾡ今座

自 と我企( 山が タ林 f ク得たオ じカ)による。 您—林 他 •助

-2ラ - 
金と受りていろ.州助金は並旅。場合 イa 当? »◇ククH 
か ち 央 羯黄/,。尸1.大 天体ド 度 ・益a。 *井2 ※ ( 別 

さ 4822nとなろ.

W音 型

① 株地ﾡ外羽査 基数永作次

たこれらのこと と行なって ハ 力 ハ い後せ者 出 例 府 株 J との 油 

橘。突総:求的政く 花立 tてハが.

経後茶については十ポ 川 域 - ﾡ o A 白こL< 糸っ伯引後 

後計項"ﾡ楽にどらナ。 /a ﾡの階ﾡは気のり導の 

にらろ. こ"後感ど そ級にﾡる.

② 花運a微

您母容(才主人)か兄報り. め 内係をﾡ( 自ち学例 

芝行なう外.林業て/ヘン2日 およびノベ2。日 共 東 て•勇 

/ペ ←日. 女/ベ /←日のﾡﾡﾡ州&なす形ﾡでせ迎 L。 

創さイのヨﾡ( てい8い- 

①③継 理

次女2減を裕るに. 京次面ては 山サルヘョ^H 
送然ルヘノ 文画は山林2 州横 条 3” 用 てﾡ テ 

ノ7不H と 月子。公称頁やサノ H計さ/アを生ず女おょ 

w公出林道員ﾡ会 公山公採にて < いみ.

W 後老者っx火

→まてク4芝。在りす2 よ<な 改食指ﾡ頭と』けい 

"4こ= より合的,糸中的な縦芝に［六たい。



* • *.....

そ。s SK ﾡ

I 猛4象者

① 試 &(みジ) SK 内(十川小名川字向ル)

② 有山林2社地炊

十率川ネゐ f 上 び港 川 放 ﾡ

③ ※客1糸:-ポわ性え糸

皴 京 : 一・中昌 野木 材物 同 当令 理 市

(ユ糸木ウ)

I 有J,林。ﾡ

①面ﾡ羽1 が 内 フタ←ペ々 A オ。<ヘ

② 日 次 お よを み ﾡ状次

ヶa口今ホ そのパは」 ﾡ川|。2 内み2。 メ4 .
ず及 ←メx 畑//n ぷZ イa 小 州 チ 戒 所古ポ ク ← 4 
ぐ仕 z 天 川。 イa であみ・ ね わ池 川の fe イa は今ゐ有林

2。。/。 タクらか L 然中 F 雑痴/た, カ.

③ ¥裂ﾡ加**ク mﾡ針合

「ス キ 2

L- :。〜 (株 遊係合ク た )

③③ 然 令械 青利 面 飛 A
村内ﾡ有林クシ4。中-森林衣 我 秣洞式技で•列 明 ( てu

-31-
③ﾡ 他

イ 円

畑 世

/< アール

。 -ル (内.首畑よアール)

IT
孫 2

経後み恐率

明 ﾡ 2F にマ→e イく 位有 L < いた.. 胫 和税、の不 的ニ マ

ライa そ犬分. ギﾡギ(山ホ竹に休平)の生えぐあった。

政弓 自 永系ﾡ営して植林 し. 略和 2 f 4から 未林 生茶二 赤

ガ龙•裁 栄 •ぐ的 けた金 て 林烛幺須 羿.,利次 林越 士用加 (現在ごア

/・

Nﾡ生差

① ﾡ木ク神ﾡ

ラみ年の首木はﾡへ苗 <x。"2ネ 日次検苗 / ee2 
本 アよe。◇水であみ. 四入首はﾡる主村から→タ。"。ホ.

内ﾡ川 念からヨス。。2ホて 自永求画は村共で杯京 ・ た 

赤林ﾡ◆確子 (ヒ ノキは目 条杯ﾡ2 totあ2). 首はスボ 

ヶe ィ ヒノ キ→。22列合である

②ル ﾡ

地物は先なわない. 円ﾡの場合は採保4え 置と优笊 

のあしたことろへﾡえる.林ﾡ 救換 ◇場 合はL ﾡ株 Yに超え 

Lﾡは池枯とナ. =の才巻は老川ﾡ数一般み傾でクり - 

にる と肥を今えイ 裂くなく今年位 でジな ﾡ になると

い う ,

③ i 4
得 期 - :ルー *川

植抜本 * - ： 照 制 づ4 年公出#当 か 用 *れたたクそ べ

以前 /イaり夕。。2ネがス でウった ・ が 受は糸

とかり チeeク<ク44本であ◇. MIﾡは兄 H 4 才下 は 株 

地 )= ﾡ ・ r (衆2 よったため)・

Q - : ノ人ノ日生林は。。本 林ﾡ軟ﾡは2。



本一←^今本 /イA2人.

③ *

聯 ﾡ-:774み～→/日 /年 *4/～夕川 

こ央" /日.

功 ボ - : / /a /◇ ヘ 

③支力り

T/ x 一緒 =々う. 旅茂機つめ合はク4位はそ2め客 

よ な い.

© 除 依

行なない.

①ﾡ 打

→4ﾡがら裕らた. ミはメ川 川上村を兄考したﾡ※で 

y2年生ﾡ。グみ位はて行るい ノ本ざり 後文 2 円 で 

め ろ.

7 抗

① m 会 间 久 #

→よ守日にケない その終はの愛に元 じ /24日仰に突凝ナ

◇・か冬々。.な営者自タ災木し.糸材生差さでな

②)注依ま 伐 材

枝 期 は ボ :よ24 に部 <. 大ヶ4-ﾡ 孔 <4 ては

72一2 + o 及仅 ﾡてあった. 冬平 均“2〃 A三我 孫. 向 や 

ネとP杯後送者合 で a う.

③ / ネが 出

絵き者タグ行なゲ 現素生差糸ヶ主でやろ^め こ 

・ ガに 业人 セネ 三 腕バク 知 同,•クタ。へ ク。。。8～ポ 材 生. 

テェナる. ュホ頁 素材 震 eW約!た2 はm。4 ラ ノエ 

sAu 亠 *年か ち <p るがれは当欠 (新 名水物松す 頁

-33-

か ら 価 •付 Lﾡ和→の〜二十半川々浜2。/)の納奨に 

よろ.このょっに自と林地き有( 米材っgて 生え 2Lないと 

址 ヘセ水ド イ サ ポ 生 産 さ主たろ代となナことは ・ルカクー 1 
後後～一 piバ と ゅ な

木 - 地材にチェンンー後芝着有→ 仲る有ノ念がベ 

用 ノヘ/日2。〜夕。(書血役用場合ノュ～ノ3 
乙)のﾡで.小ムして合めて/やヨ ノー2H～ /e月 

とんる. 集年ガ= は余材桜シさ等 入 L ﾡ てやラ よ◇2x 
多 ﾡびムL ノアヨリィよ。H.
空燃は型ﾡ 有。。ト ・ックノ台 = より ル川 ～ム*ベ 材 加 ・ 

商<。kル と4城ナみが これは/日/ロタラ8庶/当 

り後女はフチ22: ラョ 十 品税(公日林監)-。ギタ2 
円 ぐああ.

③ ﾡ光ヶ表

生と /た赤ガ22糸*ホ場で入分る •川 ル ブ 朴 < / 

光知○翌日 クイ 日 形(Wロシ s *)て※ホナ ろ.

ニク継老にちいて立水ペ 族班 % * 一f (タァ - B)=よ

り 利•算 ナる場冷 Aはスギ^・ヒノヤﾡ通材での。<ロ 8= 
アチ◇H デ=27← ス=/Sであるから »*ノ。金

利 ヘメガえ 利消そ 然,物 ・ てどXーグノタパ とな り 十洋 " 

木の立木→み。。 グら 見 t な いここにん◇. こウ 愈 道 省 

がポ が 生ﾡ 永 2 力- 年 2 e E山。 A 抹、神L くい2ェいが 

*=Uてご4 M &パ。高の依杯ぐは仲 ヘ 乜 ネそマ に夕 く

顔 わ わ は4外所。ハスH (核 )2ﾡ々: = は 出れと 

レ火力,

③ 市場 ﾡるにる糸

ろ f mM 先T で地 火】 ク外がら F ろ • 

®高金み型

原 叫こL く他へ木にムみ. 4行資ゐ /～。。万H <Hサ2 
文4ﾡ) とホ功資金。。H <ロサ ダ支)でﾡU てハみ,
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T後 理

① 4 «ご条作放

こク継営はﾡ生営2主共= L 地ﾡ及は赤材生々 消l 
て4ってさr 後当な ・からんて夕 た界知査 . 後含系作文 

ク年に型～て いみいようて ル2究え花ねくえ分こはいスえ 

A い-
成雀理組駅

客者 →4A/ル時を ◇形で4えは//4位ﾡ税L て 

ハみ者て あ2.
秒2 げ は 4ﾡく用)け下パ男ヘA→夕日 森イ ( 4 

ェ/み2^) ノ ヘ (や株えく ム、ガ人イく) 月 e
日 孫』 ダ撃イグクヘ . 合計5:→。 ^である。

ﾡ附にはロ田 池ﾡ山から22^くHﾡ動→。日)きタけ入 

Rが係不水たえ I 究在はいでい.

僕会は ア林/日 。2 / (日や) . 伏坏 ・な ノチパク n 
(功正 払).

③t ﾡ
大宿及契係で 税金口係ひ ら 水ヌ S呎況 を明 ちか にブ 

みことはﾡなかったが 自乙山林から/228 他へ木項 

政生業" ～22々て そたによ◇各同2やe付は。。。 

ァとい とてんろ.

M後後者。ネ ー

水材ク ﾡ総 こ尚格ク浜 期見品L がつ かルめ. ■牀発侬夕減鱷

ナ る お そ れ かある といラ.

その7 M.N ア

消 査 対 条 才

① 試そ (洛 夕) MN\ (十ポ川子*)

② 行山"力佐地は '

負西川ﾡ 欺 (+ オ川メえ)

③*き事 ま:- 米加 他 負 武

保 取: 1才川U川セオーネ林祖合次

I ﾡ有山2究宛

①mﾡ ペ 洲 /。4メa
② 日地女わょ び今水

/。救田に分.主こて 小 来(め ++ク4*ド w )=
. e a / 4 a 団地の外 /e :木デ ン小 団 

世 か.// 教 ヶ 切に分报( て いる.

③ 主翌ﾡと そ2商nﾡ合

・ス ギ ア〜

なお小ﾡは地位上にﾡ Nラク父. L ノ◇*ぐあみ.

し - :2マ% (林ﾡ京ﾡ不ﾡ)
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®長 ル

水 田 アール(小作全せていろ)

畑 ル ノペアール(内:マアール首タァール栄 

ァー ル小 )

I e※"発
y治大 正4 に42メス 2有(てカり マ"夕多少ろ州 

ﾡがろ〜た. 発和74は4々2。一22〜s2 ◇◇◇本"番木 

2財へ /ろ当クラク。本ﾡえ ecくいた ﾡﾡ に全りや 

。4a 2塔へてﾡ在規税とんった.

① • 話"’ 制 壁

ラヶ今にド 地え財へ協 フ。。2本 (ヒノキク2み スキ 

=。メ) 合み賞首/ク。。本 (スギチ。 ヒノキ子。※ 司. 

ノラパ。本であった. Dへ首お上 み自系8高2位子は森4 
合2をてヘとた- 自 条首 旧グﾡは/ヘ /日ッ/2 ・。ロ 

* 422〜4←。H.
②地 片

: 捌牀ば株用転換不可能席展あみみ で用 痰がか•主 て•あみ. そ 

○場合2地神はラノ川 e*古休*にで う-功桜は/イヘ当りア 

ヘ .

③ m 付

附期 :シH～〜A
相.； モ 本 次 ー ： / イ 当 りビ・2 ・本 ()又 mはラ ◇～2本旭 

えてみった)- か4 に はﾡみ。〜 ◇本 Mね フ2◇◇本. 

神ﾡ は はﾡ ・ て央灰たとさ パ = 4った22 ゲ多 < , み雄ナ 

X は そ翌 ないと後ご者はいう 切,ほ ほ 御油/人/ 日 

よ 研ﾡ /4〜 *てpろ

③下 列

門 一 , イー と 月 - なう グ へ W株 < 幽% た=

なろこ*ざある

-37一
U H 位で各/ﾡ行う-

功 ア : ・4当ッノみへく林小愛があろて公権4 
ieひ令りて )-

③※材

下 川 " と会なう-

© 涂 找

チ近にﾡ林に324生のこ 本必で2。なう- 

/メス当リ/へヘ

①桜 f
は 行Tなわな い.

③係 鉄

③. ﾡ 型

不ペ府に 映 P = 打 ない幽 秒ル 料→ 公区決 ・ﾡした が ﾡ 

祭 は不四 で82, 今依は ・ uて 关強 サア 藤团 たと ハラ.

V M 光

① a クス同4ス材

向は→2目. ← 今日に 先 なシ ・次 ル ぐは 採算のこれ2 
( 林 堂か ら←ド以内 »場以はなわんい。熱球者 とい 

「チ」こ休するか木ﾡ査ミナる. この公金は /日 22 
ラ22 ◇である

② ま区.主央 計

期 はと44～へ チ。4 て,茶の24店に/22 ◇8 年 

平均<。。8 2伐保 Lている.

千8系のF式の=グム4設 <4) でみ税に よ 

っが こ 時 べzはTなり 多番*採 と たここくクった・ガ 

政 炎については 向 久2 場合と河旅.

③**ルム

&安着自祭術なっこと# らるパ ﾡ在表ﾡﾡ今にえモ 

そとている . 優 ○ため 林血 名※ zス /水で。みTた < 公 兵

林4) であろ.

木使材には チェーンンー&用( ている.
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杯から林路まで/名当り 222 新室市場まての年拾 

タクeHア。・ 戸の後政2支すみ.

②駅え今法

入て立木ぐ分しミ=ろり ※材生産うて行なったこ=イ 

ある が. 宛在は主向久 = t ﾡ御合に生をを &なL. お林 

a合2テ女# (新区市7場て2上保み/*グ) をメ外さ 

淅三ョ カ •ベ金 *の力なは赤林組念目身木材協同 4合 oメン 

バーである2て, ネゅ◇ルか*ﾡじぐあろ(好2受日 〜2日 

チ步).

後後着 o 受々立木仰もv 針ク と

A-«22n (これがうう 仙念2 救 a そ くと </ze 
A) x ,=ノ。,B=アク2, メ=夕7条 て-

みみがウ ズテ"二なろ・

③ 方场•橋烙ア面ヲを府報

十才川ネのき 力 方場 < フ規大R2 料によ合.

©式金調峯 -

自と貢本によ乃.

«* ,

① 地ﾡ界消式«4条作

こ ◇後後者は糸ﾡ御合ﾡ2 我孫 に あ オ と は 太え 米ﾡ雅ﾡ 尚

/湾なんておク 在は財遂係村的に糸な後送してハる 2 
た次査,ぐ営祭作以り木着うであろが. I が(大ﾡﾡ右 

老中に 林世 境一界. 森林都直催孝。女』が営り 上りっつある。 

ぐ. とク後き t 座か クベ及ナ2 zox xP れ2-
②巻 費4故

総営者→4ﾡ →州片高 て付 「/川みため好だ*tて

えッ2へ 加 欹山 助一: 人 土 国.'. ﾡ時元〜Lて盾ネ収風 

付 T/に男・ん*4へ化そ 4岡→^。とヘと 

ﾡ*2 ^
賃人は小坪ﾡてはイ • 堀油く後落ﾡ (y。。m 4

72◇円 (但しﾡ※ぐは422～42 円 )-

③# ﾡ

大ﾡによみ-林糸ルヘノチ。スァ 商業疚ハアシ カ 川. ﾡ 

鈴→。ガn (登後はえ学 次枚 ぷてあった) →グ〜スAて 

次スムは林ﾡ永上。ガH 所京次(^式)→ジカ。 

不A (付税 よガH. 氏税2←ス)計/Jスハであ合 

から 族 引 ノ/ フオHがみ Iに 円 り とxろやけてる.

1後営着き

u 川 オー系林祖合 てのが求冬花 上2資児 は大体水 の+うてあん 

① 糸林ﾡね ◇材ﾡさﾡが笑界ムネろ よにすろこと・ T川料 

では光ﾡは古名よ分止め. 項けは 」・て渕る2て 光 ) はﾡ 2 
るというと とである.

@ ホ材の 商給 * 州お預期 通と=ビ と ナく 冰来 欧 策 义理 あ. 

そう てなけは. 業。ょ う な浜期え京の雄鋭に不夕名 e ?よ 

クになる.

© M州々内ﾡ

総芝 条省ばに よ る国画的なホ搽ど 税の安こ冷 ◇からとい 

山 樽 ち A属 ○ガえ力 がゐ る.

© がの力。確係

治 ハのが量はナる領ﾡは ・ 資m通) 4 り究着でめる ・ ヒ た 

バっ て 林労の者厚 生油刑 沈次 な ご統係対 え分ラﾡ 

火 なけ れ はな らない-

① 不在地ま。同

ﾡチ ﾡz和秋u界の不在地主 ゲ増 加 ナ み採向=p2 ・
と 内XはアX* ご 相A並ブる t っで. #門な糸ネが 

安 L た お 港 が で あるさ糸の具ﾡ が望 Lい.



その8 T.M 氏

I 査対家者

① ﾡ、 名(ﾡす) T M系 (十ポ川大守立
・
② ﾡ有山林の左地ル城

神納 究 (十ﾡ川ヌ ) おょ び十井川流域

③ ※老率素
板 及

I 所有し林～

①面ﾡ

:/--な I
: - 茶水表林ﾡ発 K
現 況

K 京術役

ア$← a
② 団 地 お よ 分 ﾡ状

み2女団 に分ﾡ ( 神納川アチよ 4」 そのﾡ2ク。 イス

(小ﾡ祝えな ・ みそ孫 な*ニタ2求国地) ・

③ 主要洲ﾡこその面ﾡ担合

①才ざ 川
( 7 ← <a )
(ル ンメス:念ま)

③そのぬ

(22 イa )

「ズ ダ2メN - ・ 2 / 1
ヒ/ノキ 22
係まﾡ 。

L - :ど
ﾡ軟状ﾡ » グ

N —— ;22 (チてﾡﾡっ植林)

L. — :/◇グ

③,( 林令ﾡ 別 刑及協 ﾡ

神納川以のか2 ﾡ林Z森林ﾡ査ﾡて糸ずナれ は次ﾡ。

I
____ 1

T i T 引 WT W ; IX X X 1 I

1 •

・

t

1血植
L (イo)

____竺

ミ" メスee
スぐ

ス-

スパー

ラッ<e 
w

ーー !

&ッ

?

［〕 NL。 面 ﾡ 比 は
みのぐ ﾡきさいらの 
% しとeんIになっくい

こ ○査救4に った 「ﾡ事
形・ごとりては)2N<e 抗、
ろ. 1 音 頂

2

灶

な(.多 ゲ 世 2有 ・ た バメム浜 -よ り水ヤに契山 た. 商 

畑は住だく zあっ が こ Z ﾡ1旅で力ろ。

I«老。沿

現在 u林の大新かはﾡ谷木期から大正初期にかけ てヘ ・/ 

d のてめる. 才木ﾡ そきみながら林にﾡ林さ L てい.大工 

え々代のと*斉林家となり 力々(当○ﾡ欠 >は木材ぐ納 

リ た でﾡﾡ ('8 2 条5) 全総めた . 光べぐにはえ オ2へ

あり .援券 一が寄ち枝出 を. 次明はﾡ宮市場との※型総2 三 

は気で木日ﾡさ巻なんでいた. 戦検更ら)ニ.2ク イヘ ほご頁 

いたL . 現当主 (和引。にﾡ子=へ2 >の後番ナみと ころこ 

なった.

①商ネ。#生

纤•间 <ガ本の曲木2ﾡ.村内首 。* 三ず央苗7。* 

て. 三ﾡ界クヒノキは 十 邪 川 o 林 光に 資ナる. 路 和 夕*4位 

で=系首 が主 であ って. 約川では=7 さ では/スー 

本。自条検協会していた. みはへ夫。ネ今で作らない/ 

バ.今後 は 消施 用)=回2 ～ ラケ本=作る千でいろ.

② は 将

探 o 翌千 ノ◇月〜 / / イa 当 りラ人二役入と ・ 全 

パ o 上ﾡ祭z「ラ年」20 .倉 峻な 曲 所 では 菽打 お:併



せ行なう・ こは筋によろ央炊がクニリへたなぐ下/ 

の夕と寄 域2 保* &祖っ22てある- 会生者はこを丸田 

式 ﾡ とﾡしくいろが -は 和次 山ﾡKﾡ表訓本※ 浜 夕 や 

りテェこりへれたへく飛る公済的てあろと ハうラ-

③i付 ^ .

時 期 —— :アH〜«月

ﾡ表本* —— ： 回道,林1みﾡ通 zよ ク 小 大 ? べか 

ﾡとなったためﾡﾡ(ﾡ和 う今午除) は/イ 当 ク fce 
本- <2。◇本 (み※ た依 円 ・ た 時べは夕2◇本) であみ. 

それぐど 川上村oみ c22～2 2◇。本にﾡべる* そっ/

位であろ. 4同が流拓ね 2合め て→。〜ョ< イa 植救と て ハ 

ろ. 消施は神納川 * そ。他は/チ〜2。メであ2.
神納川は 土が承 くﾡ着くよい が ﾡ本ﾡ引 4位 は ス ギ2 上 浜 

ﾡ浜がメわ ( < なく. 〜4目位から 登産に仲 の総おめ/ x以上

役2示す . ②そ着び こ九2面ﾡ的性ると考え 今次有座2つ 

いて み留文 L/いこいう.

功 ﾡ ー: / 人/ 日 神 川 夕» ◇～ 42 ◇本そみ他地区て

は /ア2～22 \であみ ﾡﾡば ノ◇2本. - は神的川て

は 烈 した人決 が行 なうめという.

① 下 /

片 期 -:ン /月 マ ﾡﾡ し /c年は行府 わナ.→24目 か

らか目でな年 / 日 であ之.

功 ﾡ-:ノメα当クノxへて,番ユの然シ依す.ラク着

z ﾡ本の 知、颤 かな いため下/ﾡ2ﾡ入Lようと たが永現し な

い ぐい や・

③炎

下のz全 疗 な う.

⑥除找

従求 は 外 なハっ/ が.」今 桜近 樋 力 ※ 行どとが)=行なう、

ン )こ な ろ,

① 枚 T
なわない. ^

®係送 イ.

ア 条を切 みだ及でみみ.

①③ﾡﾡ ^ ^
②キAからﾡ川て2 Aa . そ◇4で2 イa はほご状珠的に 

なって 6 み. こね は 補ﾡ Lた強に2//a 当ク→。Fア 程及 

てあるか. 今後は新ﾡ依2年 目 . ラ4目 に住ス化く スー バー) 

ﾡ年岡のよペ。F子(タクド ノと。袋)2ﾡ彫ナや: 

▼ 究

① A ム 商l ﾡ 以

ン2年生に行ない 年A/〜。〜7^2石の回依材芝よナ・ 

送木およ の林ね 測 えは ノル m」り○来学 者) 会 ぬ る ・

② 主 似主 侥 が .

期 は x2年 とみ . ﾡ在はN ○係は向 ,』「cる桜次 

ぐあみが将太は依係を相当&ﾡイ父てある 送木 ﾡ 

条な ごは向伏の場合とﾡがであろ ・

③*がk
*材 (押納"I ノ。ク ﾡは 型生表) A たは立* て次か I 

米材のﾡ 乙生ﾡ はﾡ用 グ4 で なう がいわり る場 て"優 

m d で一貫的 =なナ。 ではなく. 決材先りである. え*※ 

材生産求ぐらつ たこさど ﾡはﾡ試良ﾡが入であ々2 <行なわ 

なかっ た . その叙林ルS祭京山 <林にHっ た光代。ダズ2 
求!. 少くこ2 今後 お 条 は久 から 優輸 3 で ・ のたー 英作 ズ 

は行みわない. ( がし材水汽林く 主=と <なﾡ安検) ゲー成め 

L た終一気作業 展酒み切み方田•を ハウ.

状 ネ 性材=チェン :ノ - a 台 会 i 和 3 44= ヘ 丸 た か 落モ 

" P1x8<伴 *書ぬ ・ない

ズ 依法 a 受ナ ◇ そ ぐ2み バ " る き は"ハ 本山 

=市求地が旅行山 マいろみで血格なﾡはﾡﾡてみるか 大体
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ノる当り 広尿か ら旅道*で«よ2n . 市場 ( はたはﾡき) 

で夕よ2 ずtな。。とみて」い-

③駅 死表
崇り。 立木光りラ。メくウり永止え糸者 にペ 今 

Lて 座係万売場ヘク。.新営高市場に夕。メク引令て 

k=ルろ. ズ=/( パテ -P) においてイ=クク^A- 
乙ラ22月. ス= 分 ; /=ク/ -Q # 00円 X タア と 

ズーチタ/ F で後後 者2 い チ^2 ～→夕 円 といっ j 
立木価格合みナ2 ・ 
当役愛。糸て自分2著。く1行なう祭着タスさ念めてや 

ノク人 が との後芝 zﾡとていろ. そ。ヤ で大 い の は利ﾡ山 力 

石 斗活ﾡ である.

⑤ 市場 ﾡ総に点ナみﾡ索

ﾡ際 ・ネﾡ戸場 ○現 京 2ﾡ択: * ﾡ式 日祖令 文理 (て 

入 ナダ o.
®A金堂 

会新日 ご荷全 二よる.

後 飛

① 止ﾡ外ﾡ 縦客条作及

先 ナォ 納ハ川7と。 ク4 o 区 ﾡ)に ついて« 川 地休 KK にそ こ L 
てめくいみ. sみ4十 にはム未るそたてあるが ﾡ空孫。 

殺なご2合のて貿承はヨハみで力る.

此団はこみムホペえそんていらめみ千央であみ. 

②活費・欲 

4後者→ ﾡ助者(番項) >u 守 </^) (2く)

oウでカク 港 頭 <5)は先**ハに/ペオと全からえ 

老人 ・/イガてﾡ任 は区だ ・ くハ2 ンAチで ヲ。オハの ・» 

り てpみ. 後営者は4に 日/と か型 を兄バル ジ . eメ こ » 

二"るﾡ任はであ◇. u,テフくは下ノ川 入 遥わりなン行

-45- 
なっており • ﾡyトルオのu"よ うな水ﾡき有ナろ でなく 

単 にオめ着系u ﾡだ tクてある.

二のるきは全評友用ラ仰に依な 午ﾡは用期者*令め→2 
(神ル老ノ u,フ 係人← その他よ)と衆=光 過

よecAである. こ"場合依杯は称付→。2日 他は平 

均タ。2日とナろ ﾡ時産は超付 下川にﾡ用とﾡ=。22ヘ 

という・

質金は木ノヘ/a→。。。(変/日/2ﾡ) そっとだ 

男 ノ2e〜 ノ ◇2H. 女ク"2〜か22用 である. ﾡ"者 

は浜期 =ルた り ﾡ用 tていみ4ク が多 < 來 は下* くp◇・ 支 

/た林ル兄担 クと て イ 7/お 24え て いろ

③« 理

大ﾡﾡ炉な救でpる. 千同次ヘパペ不Aて *は林

• 灾出 とと 2方ノ (-木普堤や/2。今ロ),税→^ペス月( 

統炭シ。才Hさ念む)ノペ。スHマらるこいうグシ そ

川 ノハ2才円 が大 後把 にい ? て な こい ことにな2.
▽後巻着2 落 見

米企永的変営へ ヶ点 にん/たい と ハう・

= クそ芝着 は次位。方ﾡなな地 さた分( 産性"白いく 

oに代えて行 < 才4ぐある. 現在桜ルてチチパ7 万円 てみ林

(ヒノキ がえ てあみ )= は肥料 2今えオ足2<ナ々チ。工 

メで( てい る.

林べ終芝上つﾡ※こ［ては やはク税州て 在"格除中ラ 

% ゲ メ ﾡに な 片求求資が似 さろとんて ハ .



その9 SIﾡ

1ず益対系名

①R名 sIR 十川 内み

② 研有 山林"が在座 , 「

老 八 茶 域

③*る#糸 ^

救業 投及ア*( ては表林仙合型考全〜ってハろ.

・①面不 兄 に ma 2 イx
② 日光救および分状

ﾡ川み以にかな り 泉rWに府た ・ てハろ.

③ 主菱ﾡ放とそ。通項引合

ス ャヒキ チe2
y ッ * 0 %

④ 休合が列m独n合

ノ24生*下 ◇2
ノク～◇生 ラ◇%

2年メ上 ラ2

・ と お ')ぐ る,

③ % A
ダ方 ? / = 余 R 衆 # 旅 印 a 営= ナ 円 氏 o m才み/ の

の#林につハて. 病種 別 A:ﾡの面ﾡお上ひ希が支みる込次

-------- .
I ロ

….i・・. .

7 卯 V ﾡ木

" 「T^w 〜 

t

、 、 ,

/タ ッ
ww** • *w w *

… /ー 々イe 
(4◇◇)( s<2) 
• ---- ----

2 NH/
く ー/月>/タ7e)

<e 
()

◇よ /K< J

_________

i

一:____1i----- - , -一 . -
<i

; Ce
<イ<7

1戻の日2入かの山力 が 死 月 く〜み

イ ス

ノスみ政

-47-
この決2ててい2影ﾡがはやイ7人で 戸R2ﾡすろ山休 

クセ<一にざッ . こメたよ ってPア有山な々会税き 

あことはでき カハ 力*•. = ク上ラ= P1京名救"杯 有 山 株 かづくな 

く てていろ。 は 

パでかる. 

⑥米 世 

水 ロ 

メ

I«送"ﾡ

&とﾡ子に住イていたが p芝。初期に次に営乱し ス及 

の校営きクけた米. 現。"字供地に移住( た. 当 が。かなグ 

◇uを有 t て ハたが、祖突 か 木釘 栗 2送イ ぐﾡ香 ・ 現在当 

主のﾡ有すみ大の山 そﾡ入 L た 当まかあ2ﾡいた検 戦校 

にな～て (肥和よ～<)る千ク2不をル主 2購入 

(た. 当ま2代になってから木 材 茶 s < 林茶に奪会 L て い 

る.

①首*。ﾡ

ﾡよMあ灰の並林おこなってい2 サうちﾡ 

ﾡ 並林 は 2 町参は xであみ. 受苗木 →ス本は 全 自なﾡ 

である.

②比ﾡ .

«)ニス染2卜こ*)2し此ブる. 掌にる利よは ① 
る が金 ¥にと一さろここなく 下にﾡちてしはう、と ©ッッ 

・は営に犬る。て,3列に地 <お<と*バに. グふ" 

て ﾡに求動せすがぎ さ るミ* " <4 ° : “ え aでn 
ろ. /た4 通. 風 H 2欠 * パ ん ら i ろvハ

河 ※ 寺 Pは ス ギ ノ ・ ホ地ル= お い<r ヘ 内 パ は々/T けて 

は2。ス てめる.
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①③ ■. 一植

ﾡ期はター4月 /ヘ/日 22～ ラ。^ネ &- ﾡ林 柄域 

は/22在及 .

④ 下 /!

ﾡ教然/向はみ年/日 *の彼=4膚所て/一日 一期 

はてもうみﾡには/4ギい〜でざ 祭行L て いろ. クﾡ出 / a 
/2^ 賃全 は/ヘ/ロダノク2。 作ﾡう表 

は全川.

③※ャ

一列 zやとない が 目-つハたこそおこなう.

・

災行していない.

①②除 夕

ﾡ衣契 み年= . 冬期 おこなう-

'⑧休秋.宣理

ﾡにやらない.

③ 遊 肥

～ら ない.

▼版 先
① F 久 1
2年からﾡをﾡや( . その然8年A所て=百突 社す 

ろ. /は木肌をんてﾡ浜2ヌハ42 あみいはﾡ"なる木場 

2対系たL . さらに周合2加木L て区* t Pこなう./木 

◇スは木のまで価ﾡとﾡ2べえ L <炊光づろ.

②ま似 1
ﾡ/。42日が 主依目f=U くはえ女とﾡ決後場ポ

○後付の2ってあ2. .
③ 次木. 鹿 が

立水 て双 Lていみクて 自かては 依 木 型 派. 2 って ハ

③収光ヶ次

内 * お ※者に ( ている

⑤ 高»ﾡ格にWフ みが奈

ユ糸"ﾡネ場こ 比 え 事例 + り情然をヘ( ている 

®-貫経

祖欠 ◇時で糸材生ﾡ会やっていたわけくめろが S IRに 

なってポ 生 ﾡを*めた. 二"型出こIては

① 和2α4の時 吿照バやってきて. たうた支日分"とこ 

ろ で ※材 と盤さ〜つていた木さ究ム( たこ こ(ﾡたド トラ 

ック韓になった。で この確の震除はナくなくなり ※件 

はかなり交ったと堤わ合 が 一一 式者)

© 未材生えはﾡﾡてあク そcにエオルギー&ﾡけ2と林 

考求いちろ そがになみこと

G 税か所はﾡ生ﾡ会 ると日そつけ2こと. ○三者であろ 

①式企座

▼後 理

① 株地炭料査 至遂衆作成

正確な林地外部ご後巻条作:や っ < いない.

② ﾡ理4微

ﾡ夕 つ ﾡﾡ0は tっ て い な い ・

①③後

大 樹板太女ア 奥帳 ・ 自分で水メォ こ。て ハ2
③ 称後.費

称着は常ﾡ/へ ﾡ片<人をや=つてい2 全新日総て

ダノククF. 女7ク2円 ご火 レ、っくいる

m ﾡ老者。炎 見

相続税についてﾡ今っ考及2マ てLハと足う.

どゝ ,
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そのI0 S.Hア

I3査対系者

① 下 る S.H 承(60才) オォ川オホ州

②、有 u林ク在地

西川ゐ以

③ 兼修 寿 を

ネ糸. 投版又こ L て は村会城R 2マっ て い る,

I 有林2現 / • •

①面項 えピ み メ4.
② 団 地女 およい今 ﾡ税

包西川ﾡ放にククの町にかﾡ。 く#L ていみ.

③ 主ﾡﾡ度とその両か引合

ス 穴". ヒノキ. ダク

ナ" ン 2
① 林◆ * 列 商旅洲合

/24生以下 2
ノクー // 生 ク%

a/ キ*上 22
9者 ﾡ

本務ヶために奈ﾡ糸林ﾡﾡﾡ)こ よ の主な 有 杯

にっいて ﾡ税列 令引の面ﾡおょて替たんろ*次の』

り くあ.

-T-「.• 
xx

VT ; VT VT IX X 依ﾡ

マ◇ ◇ダ /<7 /イ/I ◇7
(xアョ)(ピ7)(seア> 晨ス プ"イ 

(&グイ)
/ダ/
(メノア

_- 1---- - - -- --
ス ラペ7

ノメー(イ*や)

N 
(アカマッ)

(ヴ)

◇ →
--____ -. →——

/4e /« /イ/ -.- __
ィ～ I (/・ と"めcよフ (/分 :

' ・

◇ /〃 •

マ

<

S グイ
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卜田 ヨ 友.

神 ス

ﾡ送。ﾡﾡ 

SH ﾡは本未木茶 2立求に考ん < き が 戦ﾡ2 ー ヘクヤ 

で対本 2 寄飛( て . 現在有すみ納み。 イ “强豕 。 大部々 丘 彼 

終にな～てﾡ入Lた. ・たがって現を2後芝内な: 木糸が主 

で自分め u, の斉林#r1 ○後送は後でゐ2 よ クーェ方て ラ ・ろ・ 

旅生を

① 首ネ2み塗

現在 . 各年 林ﾡ点ﾡ名 よ町歩型及 . ﾡ心林 ・/〜2&e " 
っていろクで / / 当ク α,ノ ノネ ﾡ救こて やラろ本だ 

及の首木名要とLている。 この 所鑒茵ネシ中//本 は 自分 , 

こころで斉商したくのをつかい. のミクマ本 よ』ス 

ノ本 クHぐらい で騎入 Lてい2. ・
②ﾡ .

ﾡかのところ のか着2取ク ﾡ いってど 商片 に〜 っ て い る 

林確求検 ○場合 こはバル川材 zなら ない小冬木は な ハて 

ﾡしてお. そク点にノ本ﾡえクﾡな地ﾡそお、なう. こ2 
ょうにL てﾡ坂L た場合. 商ネの生浜には名があるが ( か( 

営ﾡをうけないとい?た列思を ど ってい々ナうに人われろとい 

う .

受のは. ノ4α当りよ〜<へである.

③A 付

門ﾡはラ〜4月. ノヘ/日2。。本以下2目をとて丁字 レ： 

おミなう. ﾡよりが 治 とそろ校。生 ﾡ を文図 ( < ハ A 
ﾡ H あ千ほ ば/ク名メ下くらい2と:力てこなっ < いみ 

消枚本水は叔近よく夕。ク2本 だはシイ。ネにしくいん 

氏 は夕/。。Hギク。2 H.
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③ 下 刈

協救ﾡの～44同 は分年 くの後所に2ーラロお、なって 

ハ 2 .
時期 は4一/月 /ん 当クノ。人全パく横にっている 

貿条は男 ノ2 H *44。H 
③ 炎力り 除久

ﾡダにや ? て い ない.

®炭 打

ス ギ. ヒノキについマや?ていない.

でらないﾡ宙は /っ。 橘回 にL/た がっ て いるこハうミと*

百下 ・ﾡ林にカシそそいていることによみ.

ヒノ キについては炭打はやった力 が上 ハこは方えて いる.

②係 後

• xくにペっマていない

®施 肥

ペっくいない.

③③後 ﾡ

引にやっ て い ない が 栄風ﾡ といった村 ダ2場合 )= は兄 

クり クおこな? て い*.

① m /
ﾡ救校 ク-+ 年 a 同m x か長具令斗2世w I て / 

国*って い之.

② ま 法

主ほよ24収を目がとと 商項は上%ﾡ 林業な営ﾡ

○ポ得=山ﾡ( て えナ 今

③ 戊 卜4次

木茶にペ営。主みがおいね 大体泊分のu"素材止差 〜一

←～。8仕人の2対象にと て よe。 ○8ほご"栄ﾡ生ﾡ 

ェおこな〜ている. 現, ﾡ林から赤材生ﾡでのプロセスs

◇めく術的 /←～→2へほごのガ み右 三 死 L ていみ・ か右 

は袋を他次L てfク 仕事未材生達については役軍位へ 

ぐ ? て いる.

検ﾡは糸数台 チェンンー4色 トフックく<卜>)/ 

◇れ ていクチェンンーは スギ. ヒノキ" ﾡ 2は依用 さ れ 

て いない バ. 二九はﾡ召とチェ ンソー安夕っ ての体木 ﾡ 2 ネ 

※にﾡ幽 ( ていみ と党われ々.

①K光カ ・

大ﾡ○界木市必に会生左ﾡのグ。メを え株 下ボ方面のﾡ 

林求者*高市場に。ミ ク <2そそ材( てい2. み市必に 

ﾡる場今には ﾡだの場合には 自今の寸検した材ﾡよク 

トラック /合当り c ノ2 w・高後) / みびグなく 救、ら さ2不 

ﾡ性がんる ぐえ分方4 < いるとハう.

③ 場9 働格にAナ◇ﾡ報

ホ場ﾡをﾡして情報:入 I ていみ.

日分の 済 生活 ﾡな大 的にﾡえてく場合 未材止たﾡ 钟,に 

a で 西 点チ 2 ナ さて あろこ考えて ハ◇

①責金4

Tﾡ 遥

① 林地虎式 後後条作及

羽だ 自分みuの火そおこないっっある. 月下はﾡ雄的に

林に 条中 て お り«芝素なま マz は い っているい.

② ﾡ銀欲

料列へﾡﾡ祖はない. 自分で*やっくい2.
①«& \

大 締放形ク式で / u 今に 内 係 ¥ の 紀. な = Pミ ^って いク.

③ 今ﾡ後那

常 雇 ﾡ ﾡﾡ *« )=係除*ハけてハろ ﾡ分。有る山は



かなりムにクるでﾡ林 F 刈 とイ に小 左全( 4 く くはな I
・ ニの場8合小及件ﾡ川。賃供 ラン トシンラス

ク シオ の 城 付 .さとにア述( ことさ 貨殿 み ) いに炎月とポ* I 
狙 2浜似 i て ハ2

ネ"炭格化 木材ﾡ安父ア然の杯用 オ材R列税 行 

なら いに相統税 xい っ たﾡ税に対→すみ ﾡ歩、対の泊ﾡ 2ﾡ畑 c た

そのII

w 査 対

ゆー名

② 有山林 ・

ドドア .

KKR (57)
斯庭世

十ポ川* ■

-55一

大 州 川 沈 欧

① *芝報 ﾡ

ﾡ 茶 人ﾡ*4祖型中

有 u株。現

①召ﾡ メ会 <^2イ

(② 団 止数 お よ のクが火宛

大ず川ﾡ域に/よ。メa は"か、り 口 とまって 存 在 L く(る. の

こ 9 e, イa ざ千おにはゞとっ てある

ﾡ 面ﾡなら て"に 番 ﾡ は 大 状の*』りくあ る,

) 岡 列 A級ﾡﾡ武なら び"iz 送 ﾡ

奈武 永林ﾡﾡ による K.氏 月旅 おﾡ新.令く
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デッ株がマ 422 プイa と及例的に多い- ミみラち<2 イ4ほ 

ごはパ州 で pろ. スキ ヒ キ。 ヘエ豊休はﾡ→<

イ ほ てあみ が々製 t高 い ﾡ株か多 <突L た 貳 え内るを 

って いあ.

②表 ル

水 al よ&

畑 2スク

水田 /スサ名. <- 7依"生ﾡ力 &ど っ て いゐと ハう .

I 登老8#
かクな林2んみだ及て祈 ・ < いた•か•. 本海的に祢林の慚 

へを*りたクは四久"清いクたそう く らる. 祖べは大正ネ期が。

購入、用始 t M和/F 4頃さ て に現在 ○有林 妹 ク# <。/ a 
ご てﾡへ そ体フな.: ○尉入衣金 A木 茶ヶら 得 れた. そo 
ﾡ KKﾡ が、五々-3. →メ〜タ。年員に重って . ◇こ ク Q % 

の本。ルヘニLた という M入相 チはをに才外有者であっ た 

F六滋を

①笛木ノ調座

ﾡ に けみキ子均量林司ﾡは々ョ〜 //a ほ ごで o り

o ラら2«位は林ﾡﾡﾡてめ◇. / Aa 当 ク の桜本*は

乙 ～ク2 - <<^ <本である かと要協水本救は /～。・ 

～ ノ。・2本ぐら いである. こ。撃苗木の <2 *自療 

古 のり〜eみ炎料内かと皇ていみ.

ﾡに Fけみ協木 は 34生のジクマ/本アである. •

② ル #

資ハみて . とりけルはL ていんい,

り 植 付

は一炎 にお う 程は/日ノ←^本ぐ1新 a 
らせん. ﾡはワノタ。。 «^22キマ込.

④ T パ

核 後 24向は分4 ノ函. その 名所年2)= ノ 函 〜といお、»

-57-
う . 時期 は<〜7月で ウﾡ片/イa ◇人 儀 疑 は/人

/日 のク。Hﾡ及ぐ主にﾡ負で、とせていろ.

⑤ ﾡ 夕 り 除 伏

F "! ○m. 時 こやる.

®炭 打

スキ ヒノ キ と*って いない.

①休 &

とく 二でらない.

らない.

V 贩 え

① A わ：

母 救然→"4収こ *年 に2目 a ビ* っていろ. 蛍木はな 

名者負らんこたい. :らに木 市ﾡZけ者当っかって 

自分 でやっ ていオ- 向伏の日ﾡはアは よい木*さったがR 
ﾡは注z立木 2と 熊-丸 滋こと)二 主•眼 に おいて いる.

②主 技 ヽ,

期 は ス ギ. ヒノ キについくは主にの。-チ。4<らいて

型 4 夕〜« 英 ◇太林会 採 ( て ハる, ゾッ 木 a バル 7•用 

材こL て子 栄領 ル て いる. イギ杯 ◇日的は . オ/ 目片* 

1 て生え資っ微ﾡ)2あるが ﾡ近では所A赤が型4-え。G 
政た け似採てさみ上 ラ な 法正 的な 令賊板足澤 点” よ うに政ﾡL 
く俊杯個*面ﾡと製んでい る.

①依木 g次

自 分て「自今 ヶ山 乃 夜 木 ﾡ杯会や さらに水ガ茶(4A台 

分ou,かて ノス8桜及 ) そっ く い ◇"て 味 才救 ( 

/台う。パ )→台にブテェン ノーおさどていろ. : か 

イトン車トラックz名依と信していん. チン / はスキ

ノ 中 の 依杯 2 H 伐倒 木 " A ▽がさ たなく な◇マ伏 用 セナ・ 文 

= ッ 木 o 枚 例zﾡ用 t て いみ.
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③ 炎. お 会

材クかたらて 到 名 (全体夕。夕 ) . み係ヶ 町 ( ク2ダ 

ク孫木高そ加少にムﾡ ( くハ◇.

(9 川場 簡必ルにMろﾡ報

がネ市少ク士 荷 2ﾡじて m 用 ﾡな= 点 みﾡ領そて ・ 

ろ.

③-«経巻

水ﾡ日)によ ク プﾡ後ﾡを行みってい2
(4) ホ材生永さ2ニンよ ク ーﾡの利&会が っニ = がで ス 

こ と .

co) 項期み xにおいて用 "麻 ? て 水 木 重村 イF 茶 ゲ ﾡ除 で ある 

切会 だ. T" *で#*4"4"1パ^*2

余谢 余。/0% r 自己切我の y ”でが 为 グニ のミク→ク2く

ら いは商都4行よ ク 日歩夕とﾡﾡみで僧入たﾡ全と失川 ・ 

< い◇.

▼後 理

① なル境外別式 «老条作皮 I
放近 . 林ル界が査なら のに基営条作次な。グ受性を悠じて

。。nKﾡの倉 2扱資 Lて コシゾルアントに依ﾡ L た.

② 特理 他我

森 な後 に対 みォ郷 2 後ﾡﾡ徹は どっ < い な い:

③)松 チ
払 方ーはと ら修大福 族修 玄 ド ま C て いろ・ 年 <A 

法 く銀)に しておったい税ﾡ士 がジ戦 ( //に 個 ヘざが 

t ビっ た .

(4) 称後 期

戒 木 延材介茶 ( 木 M 茶 え不 f や →て パ ク ? で 自 分 ' 

と、ろの』り 【他人」りル入〔た山と主)に対茶)x どている)

* 自公っ有ナる未林。ﾡ林作業之公すろために常た/ 7ぐ 

フチ者:かかえ て いる-

>ら ﾡみ為 )は ←班に分ハ ら て ハ8 各斑 = はー ベっパ 

表着がいろ.ﾡみ者令はポ高よ7オくめいて 大師分う。 

オ*上でろみ . 2 おざ のは2へいるにナ ざない-

称者は※の者が大部分てあや. 住事はふのみ買ぐかク •

/ 日 /人 ノチ^◇～ /く2<H桜戻が目そとなって いろ・

m 登営者。メ

① 本林a合につハては 対の中ニフカ河存ﾡとてい2今2合 

併布生して いろ

② 税制について片 相統税)について"両ﾡ:そﾡしていろ.
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そのI2 R.M 戻

1査対条右

① 戻 る R.MR(36オ) 十川内み

② 有山。在

ﾡ川 流 感

①*営数帝糸
ﾡ 茶. 投京で〜Iては 内1水2 於代 をっ こめて いる.

I 有山2税

①面K 兄 /イハ

別がならのにﾡ及は次ﾡのン おり て ◇か。

② 団ﾡ水およ び分たﾡ

逆川ﾡ域た ノ◇求力分と て 存 在 と て い◇.

③ 樹痛 别 令然别 面板なろ て)二帝殿

ﾡ営央森林ﾡ責料 二よろ沢 P1Aの有ﾡ林のﾡﾡ列. 令飘

() 右 ル は 番 状

つ 総面 チ く 7 て 功 り 林 かのうろス ヤ L ノ ギ

やアィて のこりの大郭分 バゾン林ンなっくいろ ス ギ ヒ 

パ キ 休 z い て は 合 評F パ 冷#) 下て, そ は ご高 冷の 水は内 

在しくいない バ 令分 はある桜及 で血工な分布 そか て 

ハろ・ン ル注 百 二 ろ.

( が ・

* ・ •

a
I お 隹タ期 車

ス/

ス4

ﾡだ以ア ほごな有 tて い/ 春林クナ、部分 立 期省 ( て き <

いる. 戦然には町歩区水ﾡ入したにナざない-

人工林化全政ﾡ)に安行ナるょうになっ た か は祖父刀我か」であ

ろという・ 茶林生は比型引3年除にな?く"りりくい々

w ☆林生変

① 首ネ堂

承○平均堂林面アは→ 町T サ 版 ごてあろが こ C ♦ら/町 

サ は林戒お求 てpる. 2ガ本み首ネ^う。自かのと、ろ で472 
42生え. のニクそ内からうﾡ入していろ. 合宏生ﾡの武木 

ﾡ山テ22。«は自今のと:ろで探京!た:?マウ »2メ 

○神子は 仙合」りﾡへ山 ていろ.

② ﾡ
址 ﾡ はがこ おこなう. こクﾡ由は山 がだム てら2ために下 F 

ッ上=/っ て ﾡ林 Lて<で,欲に 地神 ( <くここ がそ当 

でゆろ.

片堺は主に/～2 受めは保ﾡ地ルて/イ、当クチヘ 

林確ﾡ狭でノ。へでクろ. ﾡ然はダノク。。 *〜一 

7 2 円 で9ろ.

③橘付 ^

片期はー ・ / A 当 り <^◇本 ﾡ求 .功 経 は/人/ 

日ラ。。〜上。本次名目がこ。 ていみ- 刑雄は/。～2。 

% で9る.

①③下 /

ﾡ*ﾡ 年向分4 /a その侬ジ舛周商 ,乂 日 お こなう.

片期は<〜J月 ペラマ川回. / /a 当グ クくの委サのて領 

= A 刈 ナ ろ .
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③ ※ 切 除 ズ

6)

*さ火須2 だ ぐクウ・ 

打

係

女ﾡ

t ていない.

後

は ない バ堂、本び成 パス 多い。 I と わけ 対 二

おこな

③ ﾡ

c て いな(

肥

今年送験的に/ス歩位にヨア 

効 采 は 入、らない.。

て /日だどﾡ脳 し < メ、た.

③) 花

と

3里

'o l

わ けゃア て

光

以

いない が 纤 日位はアメっ て C ろ

存 ラ◇ 乙 ◇ ﾡ と ョ 日位お こ な～ て (\ 乃

(② 主

-2 年生 伙 2 自ポことて い ズ.. イ 目的はえﾡ〜 堂

ﾡ"後分と 2 P い 及 クシェイ トで今えていろ

③区* 4坂

自今ッz ころ 生産材: 2。ィ°8以外にめヘみu 2オかに 

t<。。。←。。月はと赤材生枠とくい2。 さ○ため泉 

ガボ/令*所有( ﾡ段 <ヘAと"木へをた2ていろ。 こ ノ 

うら会A析ﾡはノ人であや 伐 术 優旅2アいては貿てべ 

ら せていみ.

泉 才 oかア ち マ と条 の 冰 ス、 万場 こ今2. F 河 ○木 市 場 厂, 

ク2材してい2
③ 力8 個及み然

油時 感拓て 源 木 怜 ゅ ,ニ こいた Lマハみ

-パ3-
ナくに・北 二こくオヨタ4に4°て赤 川' 生たﾡﾡ2 沖 匕 

(たたク このは*クとおりてかる。

① 山な。じ係〜*2ﾡ誤にり 我的対 7 
生恐 ゲて 全ろよみになったこ*. .

@ ﾡ分でぐ は木 求者の炊ダ分ただけ (H和ョ収ラ2ア 

税ﾡ。と粧えろ )校ﾡで*るこ *・

①微金執4
全資金#今はﾡ乙企 ミりギ今は行こ孫木高べた

か ら 値•用 L て いろ

接 理

① 株地景 d芝条次

目みで入休月 安 てだ各て いみ. 将 * 片 工/ 高 ﾡ 基 = 突 

ケしょうとうえていろ・

(②) ﾡ色彼
• ^ . 、 ・

ガ 列 に は ない.

③経 理 、

大福嵌によろ ﾡ次 の 刑 2やっていみ

下ハY杯については8当 り /72へ /ど2H税及て済負せ

8 ・
ﾡAこ いわれる 4 は /人 て 2 ク 分列のﾡみ後型は*。< 

い な い .

i 後後る者。登

ﾡのすでは . ・っ*育休 米ガ生社に1- てﾡハパ州』2おさ 

みって声( ハ. なf歳林洲め 金はさるく 力がね 株 ﾡが助全の ポ 

m ﾡ分( たい,

.奄,一爰親莒
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I 調 査系名

①K 名 k.t
② *登布祭浜点

ﾡ、

現 在 は いっざな(

I 生産基盤の死

① 後送山林

① 承 をn er
③ a地ﾡ*かな状み

«2町のu林 そタう 今<2%でがTﾡ河の山

一C5一

計 水
林 や 別 面 消 (町) ﾡﾡ(み) 」__ . -— •K.T K ﾡ芝 u 林 ——

\へ I く バ /4 / イ ヲ/ イ ダ/
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本 よリ 作*

部なにみク 2// がuwみ)に隣桜 る小株 お上 びﾡ及洲

に将伝していろ 団地炎は 埼部み在山林が2。 ﾡ 

数た林 が/2 となっていろ- とび必れTﾡ"山林は 

自老かゥノ〜 K。ﾡ山)にとまって好伝L てお こ 

こ ¥ が終でふ る上 うに( v-®) Tネ。林糸後芝の歩ん) 

彩署とスほナ登赤。ーア こなってく2.
G 主受めﾡ林冷ル区 る

Tあのu林〜ユ2断を ス染列列にんろと. T名(N 
2/町(422). 依さくL)ゲア(。) . ミク位 

1(32) 未立木となっていろ (どっこ . ここて 

+4 m K 列点 ・ た 飛 の本 林数えが参だしくいろため ネ立 

世 面 因 は税 はとかなり以。ているとメわれろ 上 た 

町 0 然消林2 う ら 何区。対鉄)z なクそう2/4生メ上 

4のは ノ7町マめみ引そめめて ハ2 (ルﾡは主にス ギ).

永林 ﾡは 上2 ホ* 数 = 、 み = お林 マ4ノク。。 

・かってリり そク内女は t (N ) " / 7 f タク 石 て•ノ 

カ スくL)バク2ろスてブクンA→ている. ( 川 な

『経後。ﾡ手

ﾡ芝o". 後期 におい<KTﾡ"光 バコ枚方 ( 当尚状 

全作ﾡこLて全村になっていたこいう . およみ山市2 
ダ-にる一方. r 階间 玄 務人 で」囱この 山林 0史成(お イ寸 チヘ 

なご)に効めた. K.T 氏はこのことについくさシ-. つさのょう 

にる を/っ•げ ていた「孑供 の 哄. I は( は之バより ダナ2町 

向 があ北 はu に(P こハわ よくu2 著に座に て いグれたく 

。 /ざ. え u 好 s グ幼 いよ り 自分にが形号2今えて さたらU 
ハ」と.

推 史 L た T 家所在 勿ル用•部 当 に は. を の 学 时 よ り女へヘ"※べな 

ﾡ林条( こう 北イ KTRクた代ど今る) がいた. 現在 を の な 

ハの一AN条 は 十 珅 川 対て 私ﾡ 林 a 消2有 かっ営に 

の りた て い2 (なお 今日 ◇式では 部台 によってこN条 

ク況 式対次 ェ で 全 かかった) .

KTア片は 大王堺 よりT条 "林来後送 =たづ わ ており 大 

正一紀和 期 Q H( めたグけて下2によ って 向 てらcたく ? が 

m 凡 «よれた J•ラノス . ﾡﾡTﾡ山林"ヤたそな <い2< 
+e 4生2 かやノ 7所に 4 てい2.
Hlォル功. K.TAはェた,ポ米右2みはいめた その
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楽ﾡは 氏がか8 て よ ク 「林茶たけにﾡらなければな らな4 な

◇* 材水［木材※］そごﾡわないと 入 バ い-」との ヴ「 こた 

ったことにらス」 =の白xにいて政は.さらに「子供2水行す 

◇ためには&そ作ら^といがんが 材木で取外［ていろこ会くり 

がマ <。でっつけた- こ神又 くいた. ・

昭和 数ヤ. :ん町ﾡに赤材系色々めた. そ那出そっ"よ 

うにLマいた,赤茶2老/には木 gﾡダイ着2をへ 

た め後な食凝2校係せはらない- ( か、4 R子々は移然 ・ 

系にらった. そさてﾡは当パ"食ﾡ燃片に 平ボに送なへ 

大を Lかビそクため"食桜2校係U よ うとナれは. いろいろな 

ヴ 段会とら ね はみな ら ナ その y て氏盗永ﾡでのみ子人の』)

*降2号えて片ならないと方えた ゲた で ろった・

F*水※ , •

①Aﾡ ペ以

年/・74)クペ川協水** ・タィネぐかったゲ ・

•ム (合系生Aくういんった. 今 ( 4 は 村 内 で 生 逢 

された苗ネ2 ゅへ ・ た ・

殿 名 こ カ バては . 料族空カ抹茶改ま頂酒 F かー. 1メパプ • 

マ=河 校 #っ 番みこ内にお" 2首水常始。統立e 幅ヴ. オ 

4る29 / ◆か。& A子み取やょいがる後 整笛ホ 

W o * gA Aと 2行ってさ *2及ﾡ。あらわ北2一つこ ・ 

て 弁 斗 明 J ク 上 Pよ り杯R( /A予による苗木生 な 

が行 な わビしめ (// 才/1武木右はいかい>. t 
系山 くの余分2メノt/グ キシに大ロ 锵效•者)N は 

が4にイ*= ッ»て (相解ﾡがp"せん ( くい2 )生差さ可: 

ﾡてていんなx 協水のオ内日鈴体州をとと"えクっクる

上 .1 みがFF -I から今4にグIて1水鈴にたいL < で/ 

れ ッは:。ょラ な » =『2的木半栄 M (tta ? ※ 
っ なバり:1々くい2. ら=ハス はTは . 今年に至 りがル 

|て有ずでくベゥん<て 村" で「ダ。M( 儀 K.

首が入 ぐ る とずﾡ tので, をれ8 幽 入 六ふ力 上 ラ た

②ル 神

ﾡ大ぬ状の場合:ﾡ木林2体例する たたしそてらよ例ネe 
一ﾡっ力に余のることしない. こた 受ナ ◇るポ /当 り 

ノ◇◇2◇ (/2へ名) ・

丁座林2場合 : #例なず入九は t み。 ( な •本村 店瞬 偻ブオ 

- &糸市ののくにあろ 一大 添对で•は 科也 坏 の 场命 ママ阳 

材 林川戊跡 地 を入先 ド 整理 Lていろと、ろ が多 o ) ・
こさろて. T 耿 では,今阡. 大位林ク念 ら例したﾡ木 

をらス 秘水 ゲ? 対商 休木に 真 上 デる うま( 「ル研-うたは「 

ﾡ」*ょ人でい2)によって」 -ﾡ。ルﾡ会ナナめた. こ 

ための紙ﾡは. ﾡ必2一般的な 地 o «倍で町当やの 片及を 

¥と た. •

こ ◇地坊才なは 近年岡 連の 国有林 お よ rR』ぐは村内ク大 

規伏る芝者( ﾡはT.mア —— 怒 首 四 版ノユ ノク肉 -- こいP 
A .TH 氏自身 これ を Tボﾡ行= ま そでい2) ェ+?て H なと

ており. 密ﾡ作求 2念易にナみ * いわ ていろ.

こ こ ぐ 助野 作 業 の久 犯•有と いル 火の 7 H 氏 に この 地 う と 

はいいた占米会示てんた. ナなわ。 ミ村は今4 ﾡ剤 に ガ 

内に バへ ( X ¥ ム ) がでさたたり 木材 ﾡ製は 微上ク トラ 

ックに次ってさたこと. こッ頃よク ノス/w W*/キン 小北 次 

ﾡ送が多くなり :らに/た堂み偵ご *予で/="クー 

ノ。。ク。ロと次オに高総しく当た. *ミ ぐ剤ク2ヴ 

く サ/ため)こ は. ﾡ林ﾡの。 5めるポジ 次さ い下 グの さ と 

す こ *がダ受*方え そ う ナみため = は 宏ポして早く 休 内 支 枚 

うこが, たそのこンは財2小火生ﾡ*い 、 に復 た 

や のっ く そ、で炉 阉は . m 付2 場 a あポ ( が 4そ パ = 

っ がく 下 川 2 ビ ・め <林 ガ 力 s て うr け / < ' ハ:"

o 作 栄 が合体 クなかて米めはとい ◇ な *みとと か'耍 

ﾡ されてくるわけて. そ た め 丈 ッ ﾡ Kっ ージ ’地*
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IE 科 2 枚 た ・ 刃 だ f )に は 川 上 T なと 二 られみ全的/

た

/ 2

の村

ソ たグ そ の 川 上才みみ念は /町台 リ テ2<2
。。*表○ﾡに/っ て の企商比ﾡ会ﾡ ぐpって

ご て お ノ

十 津 川) 

たえ

ぐは スかみ(

Alタ材がよく父九ろ よ

222本 圧及 ) ぐ 会 く 

う 二なり は(-yた* ハ

って Aく こ L か ご 川 上 オ の よ うなて の砲)には ﾡ

切 て な ( 目分 ( R)*L て ﾡ付 本ﾡ乏元ポこ つ 村 て

って

X2c
ぎ た

/ 本

の , 川

と方え そ

上村み場合みほヤ岡 オア み←*22 -
み在 ル 尸 ほ 您赏 的な 卢、ゼ カあ.z入た な が

レ 劣ち方 全 面 地伝 支 で・行 え な い カ、. ・ かL村内 在*t
のよリがなノるﾡクか む筋ヶ 地 を株川みこン* )た

た.

③ 座 付 補侦

ﾡ血マは 加"本女は

になった. ﾡ止。大

、yは こ◇付ﾡよ ク

て ば

い え は/ 日/2◇本 てイ

夕

上

い

い

戸」と ﾡがぐ はﾡた て はよ

印当ク /<◇2本こるをる よ?

イ22 〜 スクル。本 衣 ぐ. 二

. ﾡ付み区は , 自か2型ﾡﾡが9 

か ○神ﾡ 2長小ﾡにと とめ/ い 

いというょ )z は 直r <z結 -っ l7

7 <
☆ =

な い。 とい

け ②

③ T
穴

よ

( ・ 3 

う こなろ

うのは枯みそ首が多くな (そ 九 た 全休 o 注 

たﾡﾡさ九た古そのどの)に どよ り 一ﾡ員担名ハ

から .

片期 とベ期用. 4/ロ翼 に 

ボに 打 A ク場合t ら れ 2ょう 

年よ リクー«年 てっ.がリ て い

「な

)2 な

る.

C (舟お.承2

キエ/ 円及水 I. い行な?て,、なかっ 

。。22P(^役- ッ- )。

こ.

?/ それ 

政ﾡ (ギ 

下紙点 . /

乏 柏、付

て は.S

刍 り

22) , たたL

不川分疑く％.)。

シ7/◇ク2
( 内はなチﾡ

ラ X
イ

と.)よ

子グ 賃 .

⑤ っろ切・枚除4x
K 「Rク 3 0 A(大正〜イ州 Rが丁み。林ボなせにた っ

Pリはじめた) ヒノ キに炭れそしたことはpった tか 

2一y がん た /にハてやyて(った. そみ地出一 = 

が枚 ナみ と 全よ<則Pなかったこと がp ?たが っ べこ ハ 。. 

てかお KTR"り=よ2こ を大燃では*かイに校 

灯 がな *れていみ. = o Hでは生え有が炊 2 ・ ないこﾡガ が 

でないとLていろ またこの 大な料 ては林地有 バ 

上沼 <祭有っ 西なﾡ に分れており 後省 に染当づナる村でが. 

枚打 I た水糸2に桜う 目的マ 祭償で行な- て い -■"敏)

V ﾡ あ

① 河 商ダ材

-2年生の立木ぐ . .*を て•に 側挟 品平 身4回 戸 なってさ 

た- 同ベ材の大*さド 。4生でる/2 cx ぷ:/みwo 
イみーミ林材司•能. そノ。4&て。24坐になるこ る 

〜2/.さ/ふwざの=手こ さらに上ﾡのペ/cw. 
次ノみ*のゥー手 が深 「た=なろ・ミょ に ミ 2 附 
近ぐ 生育 タ 乃 味木 ば 22:ナ当2 と きﾡ にそ2だ大生浜2 
-L てくみ.

② 主我. 炊材

期は ﾡ在 会/ . i かし 株木 生次かとたけんには<。 

でにたハ. ラ◇くらいで尚! て(うﾡは_ヂ 

ﾡなれない。

③ ネ ﾡ

以スホ .發止. ﾡﾡ 消ﾡ(み・台り)は - 2 こおり.

杯資*←。～ <oen 糸材く此枚的伏利よい場合

一 -ダﾡ- )→2◇ク2 上◇<,資//。。. ト 

ッ ク州出右 (え然ホ* て輸& 熱番 7及,>ノ・。ァ 

今t &7+2 - ◇。n 冷 片 択、川ダ係はﾡ在。。

史体えて いる.



① 市ル 不仰か

主逐み口型場は下7H( 布先). 立木価は スギ千場

マ//22 タャ-

あ 政えヶ表

え相 は。 4 
材永"系芝を はしくい

場2えらんぐでい2 年 

なおKHﾡバ ル光相チ 

んいﾡ占に っ いく は K 
- 三の内係るに/つ

伝すろグ、み頃よ 「 

る)より 上たよ 

回及売量や ノ+ク2 
= 村にゆろ f ポ 川 木協 = 

M頁から 当 白 と れなかっ 

てみたンころzよるz

ﾡてはアが赤 

に下Tの 

だ ( ゲ-2 /カウ 

こり上けて い 

た. ・か 

KM1 氏の場念

) は よくいクれろとろの一ﾡみ 二 る材 逆 がい場合

そのこご会で価なの高い市場 シ C て 名域 N いう 

後答有のッ さ*よく今し/功のやてないがこい? < いた

* + 洋 川f xpろ十※川木材日組合 営"え 場

2 ﾡみ 曲* ・4に/L . 4回松素材書めク/^ > 

w (:れは 十 理 川 料 合"材従。ラ。>=堂( て。

% .

シ 

コ
•

、

©-貫絵ご ^

(w査※炎シすメメに す・ぐ と項目"査2ら 

いず今日2ガ2 目P にア い て ・うれて P * た い . それはﾡ 四コ 

いえは 税※に内をI ている旅糸後愛4営次ﾡさく"なが 

から坪りん! (4Z を 0 なか/ 罔 ・巻注体が。ﾡ林生着 

から赤材ﾡ (はらに市場でのル ) マ ー貸 てな? 

い ろ無型 があ力 かどう か、 ﾡのﾡ型からそのよう な叔めが生 

乃理 由 は 何かねと を 中心 に みて ーこ う とヲ•みて めて ある.)

* て &桜者 KT八は. さ*に(後。。半)-堪 ょ 

ﾡに: こていう一英後後のかたらきナナめて 会る2ざ 

お 政から 収保 では ( えぬL た型ﾡ < ) 

ボ近得びこのかたら2が償Lてい2・ ニ"場念. 円ﾡの型由 

6 明 元各糸 営) グ、 然 ^、と * $ ～ いている 浜労(

-71 -
下FTAと仮研ナる) FTﾡ 十ﾡ川村て生していく/ 

•)” 糸そな4未 ガ て =坂うな才に及※ はA い - " 

- ヶ ては 究 ﾡ ゆ神 か龙 ( トフクー用2 材ぐ 2 3 分 

帆えで*ろ"たかう 自分く松え々縦町内でよいから 自か2
でﾡLたい. え立 * * 知にとごゴる*拠 チ ス にさ ハ く 

◇らろ場令が多くはた材ﾡﾡの例= Lて 宏単位 

バレ えての立木えボ2 さは「寸」ャ a,市場て2ﾡ材K2 
と*は「ユか」お的でかされるので こ"がらんてい"立 

木却は ﾡうかに材広表ぷナる た佐う. ミ2点2*2 
た FT 氏 な助けた の は ベKTが 糸材茶 こ くの*ハ 後業 

&杵っくいわこいうことてあ。た- FT自財 ・米林ボくに

り ナこ <は全<※人 ぐは べかなめむ づが 自分 の壻

か ど 欠 ゲ 仰Iにいたからっていけろと諾っていた. くメ上"一 

っ o 側 面は 米求2うFTﾡ自 o 内的な系で あみ ゲ 

さら 修二 办一 貫終 芝を文える※*( て 派初にれたょうに 

T療のが 比軟的旅に傾利なところにとナ? <各とと 

くいろ ※ゲカわ? こ いろ)

▼普 理

①«考 ッ

コ ンゾルクン トン二 殺4 で 防 寂 c 実 期 なごを行なっ < お<こと 

は設 ・ ¥ はﾡズ う バ ( かし 現在"と こ ろ • 央よ»な千は 

? < いない-

② 侵 城 姐破

「堺膚ﾡ川(木動 ) xA
K1戻 —— F.T 京1 ・

・公(か )ダく

①②分称煙 理

」認c 期 混用秒 ネ2 渋 ル は サ :マ次 A < 仲 ら 号 

身のへは才〜ていない, * " 製 出 と ( < は ル え な o ヘ = み 

»*み2都合こかて。 突べ休うろ、とが夕< T交 マいた 

作 ﾡ 2 狂わsろ か ら 一 現 役ﾡ 用の労み 蒼みために w <
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や #やっの叙場と走くた(今年)-

こ a も秀希 占 ? みか= .*ﾡ目2 茶労称に従事 ・ 

いた&クグトク そハっ92製 林 園 旅 カー ヘが ﾡ佐。 たﾡ

そナめた( また仇出関係のなかドは. 雅木林依例z 
今したチェンン- そ央点していろ 器するに ﾡ務者たろの 

ﾡには ニクょラなメこ ﾡ林ての次ﾡ2沼郷 ※験/た 

勿 が当っマくいろ.

,次木 . 林 内係労領 (ﾡっ全) /日 /2ーク月.
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※の/. YTベ

I ﾡ査家替

② 6名。 Y.T.6
② 获莒示京. &し 民惑.十ﾡ川示ﾡﾡ年団声

I 生星基蛍の受え

② 年ﾡ山株

② 面京. $/町

© 団地数と分資ﾡ。 よ/町のうら8$%きさが Tﾡ 
在の大与小ﾡ頼部老にあり 約ど団く*の>らﾡも天さい 

もの日"可) 下わかハていス・ 残り/ケ%にﾡ辺および科内 

ﾡ部ﾡ下分敵してい夕 ( Y.Tﾡのﾡ合に、 前の KTほのﾡ 

合上r . 経ﾡ山赤がそ自者商左の司ﾡRa とま っさ II 々).

© 主宰ﾡ庭、休令ﾡ戒遍ﾡ。KTﾡの山六/FE ・ 
な未併別下みると 断巷 (N) 々$町く^0%) . 筏呑 く

L) がノS町(30% ・ この位//町(20メ) の示立木 

尚ビふっこいる くもっとも, この女恒さ$年ﾡ潟伝の浜殊会 

ほさっているのご奨在とは多ケの交気がある) . 上ﾡしミ2 
・町の 外素ﾡ休の うら商代の対ﾡ下5り *う近24生上

のも の日 / 町ご約8割と占めてい る (税極にスギグ8$%
とノキ/ダ%) ^

浜休昌 F 
とおっでおり 

左 くL) が Y o

・ 上の緑林安 

*の内訳E
0 0 石ご26% 
列・面 (町:

下さゐと全体ご名/2000日 

針計(N)が 4.000弓て7 %. 
と占っている (5校参照)。

ﾡ弱(ﾡ)-YTS登ﾡuホー

-学 1 こS 6～/o 6～20 2/ ～ よ 26～ 0 カヽ数

町 2. アo o. o.
.

? & 
(6228)

2o 
C222

-- 町
()

/ 8
5 33

/?0
C 408)

e ・ 町
(石)

27 o o./ o.4よ
(/85)

・・ 22 
(7930)

420 
(/32e)
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7ミ %40 /よ 46～よo 本と木 合

N 町ri (e)
マ 20

^
o.70

_S665)」

2./
(ジ)

20
424)

/2る 3, クる 
_C32522

u 町
() ।_ ・ ー“

o 6.63 
(22ジ)

ス 
(4828)

/ 00 / 4 / 
C 42422

e 計
w*ーマママママーママーママママ神")

2.00 
$2o

ス /
( 800)

&.28 
(sE6)

2 
(4359)

/る2る / 3 
_<8886)

I 往宮のﾡ年

u林のほは 会中 後ﾡがﾡしかっ卜。 そのﾡﾡ旨 申会 

22年村とﾡっミ入ﾡ水てあっﾡ(この共水の何ﾡは 当時この 

村さﾡれてた為道へのﾡﾡと多 数出 しことからも. をの根m 
のと六こどﾡ像る)。 当岡部考内あっ同共有山の共有者の 

さかに. 上記大夫水のため北ﾡ道下杉告てる ものぶて下兵め 

その夫有山は信へに分息-んYKベの父狙ほ こいら分®sW 
=偏く有の山さ/町/。 〜/$ﾡ度ご買い年めたく当時/ 田 

の山赤日、 米の価 課 マ%と3ぐらいﾡった とも炭開してい 

る ) ・

り 小ア通師ﾡ下おワる会戸牧とにﾡ迫移佳戸数のﾡ支 -— 円

若 22 年水苦 当 盛 —— 全ナﾡ3o にあ造彩住決数/? <+ 

川支化ﾡ. 十走川のﾡ室 2$～?6F
••< 当時く南ﾡ20年ﾡ)の米価。 ノ$HC大ﾡﾡ 米の缶 

耘学 2P>
大正～木期ﾡかけ マ. 夕く7めス 返をも点お健任ごいる パ 

f降 休未径きﾡにロクッテレていさい。以下o.T6とﾡ來事か 

の手「よって ﾡ休 すﾡめらハ,

和ノ2生 oT次E. 柔内奈セし次ﾡしﾡじめﾡ。之 の 契然 

・ ﾡﾡべい々反人バ山とﾡ下の下め入下付し尺ところ 

入ﾡE ら ﾡ合し不各下守くをとう下ﾡっだのご 友 ヘ 

と助けるﾡ味てこのﾡ夷下のリ出地しことに同じふる。

戦時中日 ○.T(ロﾡ木社の保主任之でっﾡ。

-7ラ-

彼役. こ の 京 り 本業發莒 0. o.T6の寺からﾡ多としで迎えら

た Y.T.ﾡにEにら山同 くこ以ﾡ日V-②と契通するのて。

二こご ほふ Gい)。

7 肩林生産

② 画忍具の帰量.

最立数向の平向ﾡ木寄ﾡﾡ日 万〜/万本てあっマ そ 

のうら自叙表苗ご00 0～$000 本ほきか6い、 残り R. 
系林組ざの あっせん て株 内生ﾡﾡとﾡ入している. この時入百 

の品旨は き通程 ﾡビYい力。 o.Tﾡのﾡ見べゐと 由木氏 白

て«ﾡとみっけﾡてる のが承も $いと万えてい々め. しハし 

Q.Tベ自ﾡ乏ぐの尺め. 互点委巻品クッテレマおらず、 *の 

ﾡめこの号支が起分生さていﾡいく負なﾡﾡに 用 名 示 第 

さ り日じめらでいﾡ。血.台家ﾡ商への力の2支方三新次 

ﾡじている。 このﾡ占ﾡ、 一万て、 ﾡ浜のそ宅君Y.Tﾡが 

ﾡ林生ﾡにゐきりﾡ味セしっていらいこヒ. 位方 このﾡ区ご 

は 上本の浜林ﾡ合の君ﾡくこのﾡ合rﾡﾡ可るの回下赤面 

が活※日下め. ある程民ミときっ下ﾡ太ﾡが. ﾡ殺的与局にﾡ 

入ごきるごいう点がﾡ係レで い%。

③地ﾡ

広大ﾡ休の合。きか 秋ﾡにﾡ太茶の意ﾡとf6い、翌8 
の直行よ偏える。

③ ﾡ付神通.

ﾡ付本数さ スギのﾡ合. ﾡぞα00 o 本～8 00「本 

(移前日2ケ 00 本星資) =ノ キ日左ごも300 o なﾡ度パ

痢当惶上している。

ﾡ付ﾡﾡ口3同 〜ル目上。ﾡﾡ争合/2%・盗品にの力ﾡ 

左にっマいるﾡ密「ついで YT矢ビ ヒくィ面さし G く さ 

すでよう下ﾡﾡ論のてる少止り 三汚て く20%くらいおれ 

てし神ﾡしEいてすむよ うドに . ムク, 0 ふく=壇えるよう
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「しくい名 という実とな成しるいﾡ。

リ この系床ﾡ合日 田地区才=系休相らこよび 村府? 

兵ホ谷色中て飛活そﾡ3ﾡ旅ﾡ合の/ っ坂とらnマお 

り 手奈に 太生尾と天ﾡ受託生産と主体にしマいる。

ﾡ日日 ﾡ合長のと下育休. ※ﾡ. ﾡﾡ回当る/名 ヒ

の ほ か「手ﾡ員/名ご満成し. 翌委ﾡに同とくごﾡ枚佳 

星安ﾡ#てきかさ っ てい る。

点未ﾡ生左量は 知/200 0石 (えs o。 ' にムんて い 

ろ・ しかレ肝心a寺項: すふりらこの穴戻Yして.他へ山林から 

ク声入ﾡと時らかてさかっミ- (とuめn. 以下の各ﾡのa 
とり管ﾡ巨 この生産ﾡﾡ下対ﾡさはるべらみていくﾡ家があ 

ろっ,) 

③ 6な、運す.

段不・ 孫出・ 輸送ﾡ率田 (当り) 日 っごのこおり。伐ﾡ 

ﾡ4$0H～7。2 F・ ﾡ奈 脅//20円。小型トラック 

下よるな出きり今0日・ (求出区ﾡ物2Km) ・ お湯 (ﾡ示) 

ほこの騎送ち/200F く6トンﾡ// 加 視 i —— 般別後～ 

47F王卜もの —- 05合) ・ﾡﾡクの0F～// 00円. e
44o ク 円〜2$。 円

※段ﾡとレる界奈/ 0.。 0 o mと商有

ク終 経きの改きの起天とﾡ出方をの改ﾡおくヒいっで 

いる。 紀住ごもこの高面のﾡ日ﾡ当すT み 極為を いい方 こ 

りれほ 但俊 倒太少しの主もっけきいて迫認ﾡの士ﾡ 

て出すこ とがてミん う e きった げ、. しかしﾡ内験-つ こり

=レても ・日きド改良Tる余聞"多分下あり . 欠 r いざ 新 

EのS鉄工所改良乗材験の作と※走してい々。 (おお次 

T-«てのべ%ゲ )このう与改反ﾡは、務号のSか 

京停夜町ほついマ同休内て日オー人右といゆる有がお/ . 王

下このﾡ石が有ﾡ しマい る。

© 品. 不京ﾡ6.
市日 十ﾡ叫木岡のﾡ原市ﾡおよの新冬市局。 立人田ﾡは 

?。 00 四～/2,。 o 0 F。市ﾡﾡ合与、 そ/う$の以下の互 

枚/クの 00 円〜/ 8000 円。 そ/o〜2/atで点 /S 
00 円 くいっも常当り両合) ・

缶ﾡ干ﾡにっ マ。 いミさての経求にもとっいて ノ年自のっ 

らて出ﾡTる テマンス三必するよ う6ことに. あきり なかった。 

Rとえば 今年の大野べクマも訪なﾡ中し 大野前下山そき 

て出しておいて.当り/600 F但上りしRヒさ 一ﾡ下市

に出しﾡ。 S下おる 6年/ 0 同の人暴ﾡの湯合 (7 同下/ 

7000日しこい尺ものがノの目下. /000日きて下下っ 

= ・ 6ロそE予遮し8同大新 分処 レ尺のご. その与の 

相ととﾡ小限べくいとめることがてきる。 さらrさ ミ今年に入 

っマ38年2同よリ・ ﾡ出の兵めのよい百い山あﾡらSいの 

で. 質付気運雄せTﾡ己山失のさかの ﾡ木林からパレプ方と 

生里すろ ・ うドレた。 ところが当時4之00 円だったるのが

左 (8 甲) 800 町に日上 ・ ここミとっミ方きが二" 

はド歯中した。撃する下. 素材ごと坂う以上は このような 

衝お5ﾡが当るように委験左担ぬるぼが必る点尽』な説しマい 

• た。

② -ﾡをﾡ

YTﾡがT領に答子とレで3たときには. Tなの山味尽 o. 
Tベ"送の代のよっで ﾡ一起ﾡべ終っほぼいり て 

&<. 芝の多くは/〜ノ6 年生以上の旅分が 多く すご保 

育 入の時堀セすぎていﾡ ・ Y.TﾡFﾡ系 旨林よミい 

レて愛為べもてT. ﾡ対下系校ﾡに大さいﾡ県上ねいい下。 

YT次はこのﾡをさら下神足して 依宗を権もする合 天枚 

生差さべらないと昼風に&り. このことが負かの住冷と合pG 
いともいう。 ま下T家ては, 0. T氏 が 戰谕. ﾡ時=にかけて系
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枚産に従辛しそおリ・ YTﾡこの方面のそ験と方にふ容 

得することがて己同。き卜,T家の山休か ・前立しほさうド 

)近く下しかもきときって存をして い%。

YT 奏け主整く鉤み切い 浸をて日前ﾡレﾡよろこ 

②地区て己戻し大きいﾡﾡの天区生ﾡと行5うき<Rさ っで い 

るグ このっ下YTﾡをしる 天区星 s合せそきさる ミ と 

に 成力 ごせ 冷有後武 工. YT点自身の天さ生ﾡ下同いずる氏負 

算の登いべ(経きるのもつ告ﾡ>が 一面ごは上し下落条 

下っ てええらﾡから同といえよう。

たこ。5"Tベ>=た調 左医

(左ﾡ戻
<------ 三 役 -- >

左4N左尽(会保)<い=

ョ コ(ﾡぶ«) 卜ﾡ

く左星は太主が名)

人 延長 —- 栄要
小ﾡ会 —— 系興
N班長-- 永京 陣

(小ﾡ及は左ﾡがミめる

伐ﾡの仕事がほ く てﾡﾡの左のﾡが払のと季にて る合

Y
合 の

T.6ほ ホがﾡを昼してい々十幸川木青年師 

経営者Y-貫径営の対応つい て もふらた

X
そ

る と 8 名中YTﾡのろ に天ﾡ生左 にﾡ兵乏おu て

可 め V るしの ご て" い!づもﾡぶかもしﾡ いl
つ を $ し| ていふ く 0 ﾡがすミぬころがッ Y.Tﾡ と

い, る い う ・ ご ら 氏

バ - 8
れにざ

経老とす

が. " い

く仏て

の5. ﾡ生ﾡの そ 01
の 言 K よる と、 系皮産に央味としっも 

とこご呑の准ﾡがﾡﾡにﾡう。なお残

「 4るの8か「は 

→有成つとゆて い

百 疚 生差 下力受とおい て角己のu赤のﾡ 

%ﾡ谷川ﾡﾡのTﾡや. た代がﾡし ミ / o
<5 0 町上もタベ自ﾡの産のﾡ理にﾡ中せざる 2えさ い 

立初客のm6らゲいと。 (強す るに ヒエ ホ の 指席 長官、 木 

ﾡ育ﾡの メ ンベーの例といきふがらﾡ休生ﾡからﾡ称生産き 

てと答しく坂とる経宮君に少いのごはﾡいか。 ﾡとい両為こ扱 

シレ て も経き香の興味下さって。 ビららか「ﾡ浜とかけてい 

% の て戸弓いかというﾡてあった).

7各ﾡ

の 経当昌

命応の次列にふ休組合に"ら て い2ッ

②毎ﾡ結4 ヽ.

に 出おﾡの左晶の天列下ほいる。

© 労あで理

目全夕払天払けﾡ

6木・ 孫也 下"→出未ﾡム知。

曲 付 →日新名日,

ﾡ&価く/ 日きり)

ﾡ付 ﾡ/00円 #700円

程 用Y 法時) 務一 似木 出肉ﾡ中 - AじノS 
名・径駅年放夕与以上のむの//名。 年々別下みるとュα 
ヘ2?でが8名。 3/〜3アマが68、 40〜α$ャ 

バ/る・ 与お2 ～2? の 2名のうら、 3るにボべの言 

核ち本茶し一戻ﾡ「ゆ3に出てい こうヘ年そて再び石 

帰っ卜もの。

グ方石の系体

ﾡﾡ練枚下ﾡレ て は村内て日ォーヘ倉と目さWて いる 

務後<年令 27 キ 星及与数8年 更在出用の を空穴な っ 

ている>左ﾡレており、 全桜的べみてﾡ石の 無ﾡ表行2 
*率台きい。

経区 君と好ﾡﾡの ﾡ保

今冬の X雪ぐ 戊木 W出パ不可ﾡ下ふっ卜とさ ﾡ甲ﾡ 

問のもの/^きり2o。 口の雪ﾡ寺当と出レ同。ミミ 

年ドは /年向ﾡ災来ﾡﾡるるこいら顎 故か 出 总。



迫赤区旨保良ぞきかふえ る皇前台が、 ミのその目/万円 

の引合ご/年司え合レﾡ。 /回. ﾡ用ﾡﾡ君と/治液行 

たしていて 今年て"年っつけている。

固ﾡ次めて経ﾡ看YT6日 引ﾡ石の癖しかﾡっい 

て 矢廷的きことご労ﾡ有が不下ﾡる2とがあっても」 

こき丘らにﾡ夕寺とっさと ほﾡ幸六君ﾡﾡと侯甲為 

ﾡみ左甲ﾡにで おるい 下ﾡ塗のっも り ごﾡする ここ 

みんふてﾡ行とゃろことごﾡしくさるヒいうﾡﾡ強くﾡﾡ 

レ ﾡ俊下伝日 このようﾡ契径ﾡしてさミ少ら. 自分 

のところのﾡ君は大体よ〜6年上も画ﾡ«し. しかも 

表ﾡのあいものがﾡこす えて いるの Fとつけ加えて いた。

円 (ﾡにの休系・ ﾡ繁証ﾡさ ビ> 

小坪ﾡﾡﾡとﾡ甲赤産物ドっい て。

しいﾡウ : 裏家故 /8Fのうらレい下の栽戸教/ スナ く>ら 

野*下並いものみテ) ・ 生星垣日、 平向/ ア当り ラz kみ. 

・名に 売をタ75 kみ当り3o 0円～3s。 円 (起価ﾡ 

(ﾡ27 ～28 与当時。 o 円下里しR).
レwろ皮:絡戦浜ﾡにプーAドっド。当時/枚/ 円の相あゲっ 

いていたど 夏を/日ﾡいて/000女. /日先係g00F 
とレて/なg0ちにしゥ当ららい, その「め生ﾡべ戒ってい 

る・ ししﾡﾡにはﾡし侍土世ドとﾡう。

一&1-
その/$ SoK(

ﾡ彦象名

休 名①

②

SoK次く6?キ)

来宅点. なレ ﾡ ﾡ号己

T 生星ﾡﾡの斑ﾡ

の 径ﾡ山休

④ 曲 積 /34町

© 団応なと区状ﾡ。 /3町の山ﾡ日Kぷﾡの甲 

ﾡ若火o.町あり ごこ主体下.ﾡﾡする川ﾡ え川 野 

況師きおどﾡして立レている。山赤の介ﾡ状ﾡ日、 細E 
分化さす該的合とき ってい る く例えぼ風早引ﾡ下弓在し 

ていと山株も. 大さく巨る団町下分けらる。)

© 主ﾡﾡ休令ﾡ成ﾡﾡ。 Kなの山株/3α町三谷 

なまﾡ別下みゐ と ﾡる(N)のP&河 くク3ダ)後者くム)が 

33町く2メ)との位下町(2%) の末立木とSっマい 

夕 (波信日いづnも$年前下洞登さﾡ系休委さる)。 上 

し ミ ?8 町の針茶ﾡ休のう ら向代の村彼下忘り *うな26年 

上のものは. $8町ご約とﾡと5めてい々。 主歌伊ﾡ日 

スギがク。〜80% ヒノ キゲタの〜ン○%。本ﾡ畜宿は 

上レ下ふ京会下は々と約4ク000たて その内契ロ 針 

(N)がαス。 00おさ約2%. な(ム)グク000石ご約 

%と与っていろ (付浜 参照 )。

付次 休ぐ別、回 ﾡ( . ﾡﾡ( - SoK の 委ビ山旅一

一、之を 〃 〜 /&-20 ス/ 7 c 26～30
N

町

(a)
• 22 620 /47 o.60 /夕8

( 22の)
? 47 

(Sg/の2
L .

)
0/0 / 4 • 

(442)
20、67
(4022

407 
(L222)

3ラタ 
(42/2)

e 町
()

28 88 1 2ク8 3 o/
く46S)

/ク
(4332)

8o? 
(20/2)

/288
(6 &2ク
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(森ﾡ安よ り) R放

生 360 4(～ $-/ ～ク ま立木山 合 計

/2 34
(242g)

/K 2o
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a 経きの ﾡ

合30年ﾡさて日 Kﾡ尽.息茶とﾡﾡ予素さきんておI 
山休日ﾡんどしっていふかっﾡ。 山休ホの条馬点. 父福の代の南ﾡ 

30西 当時付とﾡっﾡ大水電の卜めにﾡ造移生しR村氏 

から, 山片セりリらけEことにﾡま!、 この山休の集秀E 
合後ﾡから大正不疑うごっづいﾡ。

注休の術合日 明合の終り呉. ﾡ々べの寺よってはじめら 

た。 aお 村 全 についていえば・ﾡよは. 冷っの大か 

上ってくだが互の枚びのたゆに. 当費の対の加がﾡそた力 

こもとづいて, 四合ジ2承より か& り なく行なめて止じめだた ..

ろ・

soKAは 6どスス〜23ネ当府(大正初期) 、 K家竹を 

回平師易下おいて 師きの版Z下求戸ﾡく残っ て いた京野 

ギの堂休を行った。この二とに旨いレマ- ﾡﾡの人たらから畑日

のりにGったへらドとの乱口と兵同ヘﾡ —— ほ しかに当ロ 

のは平日 かお )ないﾡ団から入2ﾡを刈 ? て運ぶ" 

ゲ 部 万 崎 目 っ E … ・6はきﾡ.」 同び大正のヤ更- ﾡ師ﾡのMﾡ 
ド引いて 造休再素下ﾡ考し、愛ﾡに茶のﾡ区Eレ同。 の J 

s 々西20テFかっﾡた々ペバ 作ﾡ局をて来て5きし 

ことがみっF, 二のまう 一湛秣 セ 寸めをめ「ﾡ子ふ西木 

発んど自み生ﾡごきいきい 自延を自京立く下 記号に里

- uFに商にの下めほ並したﾡバク8かった下ルー ・

内ﾡ中お ﾡﾡけ杯支奇っﾡパ *のノる2一3年の向に:
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ﾡﾡし て ごﾡ。

Kﾡぼ 治う0ほ系今目下手る向 三代P民って床ﾡ 

ミづさのつててBリ 同時下き同・ この.碇 が•この1： 也, て 邦 

政ﾡﾡさも永従してきてい»。Sek 休ロ 函ﾡ?年からﾡ在のﾡ 

浸のﾡっい ている.

17 百生ﾡ 

の 程百 思兵の ・

与平向ス〜3万本さゆ宰とレ .

ﾡ入走□ﾡえと卜 (五条市) との 二有

べでこﾡ入レお, 

で. ﾡ合ははえふらの

そ の

ﾡ入ゲタい。百木価ﾡ(/本)、 スギ☆$町、に キ6.S円

下Aﾡ&ど麻ﾡﾡ破こっくい尽い。 このﾡもでぼ 未ド下 

刈検口ﾡも伊っ ていらい。 自分ヒレ てもﾡ丘のところﾡ入可る 

計画 にな い。 施形が品 ﾡへら 及戒 のこs レ方に 骨T小 ると足う。 

レかレ 許系日. 県介から来、いる下刈ﾡ新ﾡの与かからこE 
伊い出すものがてるドろっ。

soK6ほ、ﾡ休下ヒ このきうで新レい公成ﾡるのて昼 

く. ドきだ現品便っている医兵E・素にﾡしほく支るるよ 

>区ﾡ可ることのが大切ドとして 舞風 力改田 2 =〜三

手がけている。 例えばもともと. 依日下に出示るドワ丁特下 

いﾡいと為えﾡので 一 很 氏. 汚香べ侯っている下川ﾡく 

ヌルﾡリ日長く.柄の長ミんスm 面 寺 で、足財)E 燃会があ 

っ同ら区戻しいと場文ていた。

芝のﾡ申は この係ごロ 労務為の点ご今日ロこくらい 

mいてさﾡ・ といっき素のﾡhるよう, 天ﾡ下下Aが十分 

お さ 曲 S い帰 合 多い ﾡめ尼といン。

ところさ は、 下ﾡと"mく,のて同でく 矢ﾡに4る ミ 

っ ド T る めに 下A係と小型てる ここご試目いかと号え 

ていミ, *こス山仕琴とらい下S「労ﾡ為(もヒ、五, 条 方曲 

ごyﾡﾡ係の下ﾡﾡ り て い 卜>か、 下 al ﾡ、ﾡのﾡ?0
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cm.忍ご刈甲の袋下ており. 庁手ご民甲の小型のもの左も

2そき日。 この蛍の便いう合日 卜旦すると能ﾡに 一終のも 

のと安ら与いさうが 作奈ﾡ丁与下さる。

そこcS0.Kﾡロ この後と左ﾡ宗のﾡ生束看にﾡ注し c /
〒400〜400円) 派立出系上り 連左こIとあ君下冬 

てﾡ係し このる兵ご下メIﾡと可すめるさうして いる, 

②将,

さ示麦休の合日」ﾡ木の同尺ﾡ込め、のら下雑木た巻枯T 
茨ウらドっいて入は. ﾡﾡの思険があるのごゃI台い。 

© 西付 神話.

ﾡ付本汝ら ﾡ 60 0 0不程矢下8っﾡ。 以ﾡ (終ﾡ俊し

らくの自てし)日. 3000本祖戻ごみっ下・ ﾡTると曲 

っミりるる立示がクくﾡがﾡいよら天足う。ﾡ付フ程区 / 

5200本,潟質に. /0%。

② 下"。

ﾡ行弱戸日 同与「/0年ヨで行ふっている。 麦岳年 商 下 

けこ200人径用しこいるのて. ﾡ合上 お年行えsい 

40年前下同 下Aと2回行8っﾡらﾡい方日っﾡ。

② っタロ ﾡ打 除我 .

ク～と与商 F市万mからﾡﾡ覇ﾡとﾡてるへがきて

らはて くヒいっﾡのご、 =ノキドついて試泉的下行さっマみ

・ ﾡ々代ほ安行に日不呂成にっ日。茨ﾡ的下日ﾡ日 ス。

=上下与2と効飛がうTい。猛ﾡE可るとﾡ日自ﾡﾡ多さ

3 商名上てく尺みラ。 上のうふ=〜三のそ映にそこプ

• て ﾡをのところ区ﾡと画7る資区口ﾡつそいない。

② 医 長,

B名： ら ー ク耳而. 本休ﾡ合 配料=双い日いめ

卜*の段旅毎 -ヒ そハ向行なっド, その

汚。 ,も成氏のお<こいx 注なに し R

一&5一

V欧ﾡ

© 販ﾡ方き,

阪ﾡ方去ほ立太販ﾡ。 家引1生日十ﾡ川太防(福示、 き市 

紀加汁泳の立不ﾡﾡ利えほ ・T汁ﾡ立太下ﾡ加君So.K6の 

5ご印を>け尺のら ﾡ方ごﾡ司し そのﾡ緊とおら号るど、 

您衆に食い 選い ときﾡし卜局合には. 承方が歩みより 8がらき 

める。いききごに買寺の茶君から、 天きいごかレこさIRこ 

とほらかっﾡ(R引たTる悟寺のﾡﾡさ、 ﾡし少6紹介 F介 

ことおしてこめていとのご だごミるゝ 。

② -ﾡ委き.

Kﾡては ﾡ々べから. "ﾡ人には寺三出8"とさいわた 

さてきた・ このことロ、ﾡ々べが当時 木内ﾡ送にﾡがﾡo 
てい「が こが共水さご「さって目的ﾡ新宅に追か研 ﾡ 

んど源にﾡに' して ・ 校木茶君の校う野下人きい怠険に名 

いこい下ことにﾡ因してい戻。くもっとも派ご日、 ト.♦ッタ 樹 

送下安っ てきRの ご このさう&た険日さく占つ下ことは50. 
K.6包夕認める いる)・レかいS。K6は 立不阪ﾡさで下とどき 

っているﾡ由た さっ尺っざごのシにっブワる・ そIE そレ 

も自分台身て牧木ﾡさご回当るる とsる と その方品のﾡみ、 

ん夫の悪怪とﾡ程ちせﾡげふららいが 自分日、 *いﾡけの 

休スと時占が与い。"ろ うと天さえっウドﾡ金の記ごは戸題 

さおい・ 自分5 立木生星と 出生星日 に甲の性告ヶ望ゝ 

のご*ざWテの有下って行さう方がよいとう。

6お負ﾡ 径ﾡﾡ司日行とでかっﾡバ しかし有展ぶ8 
町く矢烈) の山休為君ごみリ かっ本付の科長"あるT6「 

村下おいて S o.Kベの帰合の J うに立木ﾡ忌まて下Yビさって 

いるﾡ占ついてﾡﾡ民ところ フのようﾡさ下(Tﾡ 
自☆ひ立太販えさいの休茶低き有ゝ。T合にら ホﾡ村ら村 

パ 大さvの ご 所有 し こ いる山休が血強の 第き下ある といフモ 

も,欠除区か6IﾡてBI. 分敵している 馬合ゲ 9い。定を



ホの戸夕点さるﾡ弓・ ﾡﾡのところ残っているようたもの 

ご このことと反ﾡしるか 村ごらよく"ッイ デドﾡろシ. と 

いク=ﾡに写下可る。 このことさ 各有看有の坂ﾡ宏の 

赤が 非ﾡ下へ位版でしへも分ﾡしており、 しかも→前石巻岸 

けてきときっ下区羽べさらす. さら*の 商Tパ しぼレざド 

ﾡのくであっ日り レて. 頁う方買いmへる合が多いの 

て ﾡる万としてら少してもにのことと防きﾡいほめ、 ある人 

の床のえ請のあがすすみほじめると. そいに便系して 'ツ イ テ 

下たろ" ﾡ合パ多くみらる。

委T2 天ﾡ生ﾡまてを含めR一貫そき下至らか. 立不占 

ﾡ下とどまっでいろﾡ由下ついて. aマォー下は、 許左7る山 

ﾡの立ﾡﾡ件ふらいっマ. そいゲハﾡ禄っ分ﾡしてちリ し 

かもトラック迫いロクい兵セ. はた才=ドほ. 装疝 で、口

*向は出さいベ大冬木豚の監休にの品下経区者の旨ﾡがﾡいて 

いる こらえくその位飛砕生ﾡと行るうﾡめのﾡ金のﾡ 

堀らどと令らて い尺.

W宮里

② 経ビ酸,

海条条のスロ, 現在のところおえておらきい。

② ﾡ・旬然

Sok.6 - ※ﾡくI) 一昆時秀務君

&お ぎ互時浜て日・ R立まていﾡﾡﾡが取セとって帰り

・ 石い号きとさっていﾡ。

・経.

回 テグム下よコ水レ 「及世・のが倍金ゲ入っ尺の こ 

▼立ロ代沢日あきり 行さってい®い。

@ あ告運,

の 帝 経日 大 で 2人ゞ務手しマごた。 ミ :•

* な 口一軒 眩 とヌ 他 で 疥 与 ていた。 K あの4こ の暇さ→
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けてほ・ にの人の仕尋にし出ていたく 春 度 > .

ﾡ伊さ。 男/え00再. #820ﾡくﾡ星 岳時とも メ通). 

ﾡﾡﾡ労ﾡ有数ﾡ 下Aべ主で 年同 300日。
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その/ら K. 下次

1 査六8き

の ベE K.Fベ

② 科宅玉宗.低磁。浸在日いづも5し.

I 生をき年の受天

② 宅山点

① 面承。 74町

© 団此数と分K状次。 7町の山株日、 F5前ﾡの昼里部き 

とFeに約/07所分ﾡし ている。

③ 主署品ﾡ ﾡ令情m.百ﾡ。Fなの山休74町さ .点 

系岩町下»ると 市ﾡ(N)がJ30町 (u/ %) ・ 僕君(L)が 

42ぶく6%) . 町に太立ﾡが2んス (タゝ となってい 

% (5与前ﾡﾡのﾡ休窓下さる) ・ 上ﾡ30町の針索ﾡ林の 

うら向べの彼下おり そうロ26年上ののさ/ 4町て 

約$ﾡ2与めるい2。 この味屯のﾡ零ﾡ産旨スギ・

及京き公旨、 上Eの浜ホ安下さると全体て物2/ 000 石 

と台っており そのF契B . (ヘ)とな(L)が目区同じて 

物ノ0.000石程灰とﾡっている。 (付表参照)

ﾡ令別・ 面』()・ 諸ﾡ(6) —- K• F (の そき山休一

6～/o /E～z。 ス/ ～ 2 26～ o---
/0?$ 378 0.22

S L&2)
o2ラ

g /2や2
247

_(424 ン
o.24 ルハ

C S2)
2 o

q 3ノ2)
s/ 

(4o2Z2
4 7/ 

_<22
計

// 6 ?
..」-----

ク& タ. 8
( ク$8)

2 67
く グ?)

</
(/e227)

< 
(2K3S)
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令 4 6 ～40 /～4よ 6 $o 木立木 e 計

N 町T
)

468 
_(224)

& S 
_ (202の)

//
(4466)

・?3 / 72
(02!4)

L 町

回
422
(4252)

”3/
(444り)

0 o8
( 4)

422○ 
(o.!02

e 計
町

③
20

(46ジ
スク?4
C/2)

0.08
(く")

/ $/ 
(4446)

2 ?3 ウタ2 
(2 828)

(京気よリロ)

I 経きの沿幸

矢石の代「活該末こ巻み その収をござ山点のﾡﾡをさじめ、 そ 

n 日 • 明合 〜六正ﾡ・ さらにﾡﾡ末さでめる 昭和 ノ0年回きてっ 

づけらE。

教後日K.F下がFﾡの示不経宮セ垣うよう下Sっﾡ。 6下る 

山ホﾡ入面ﾡ3同-

▼ 負杯星

の 産商ﾡﾡの 影翌.

ﾡ木日. ﾡ在ﾡんビ包緑生左てきかSっておりくE巨し * 

の生左下以ﾡ5確子ロ 浜林ﾡ合さりﾡ入) . 一部特殊ﾡ(カ 

ラマッ8ど) ・ 添休経合り帰入している。以前口. 負申 

ﾡと月時に済てっく つ て いるﾡさﾡ入入R。

代麻でﾡ及時ﾡのおく尺ヵﾡドついこは ﾡ刈Eるるﾡ 

合ある。fドしﾡ気じ行台わふい。 つざ「ﾡ大造のﾡ合5、 

ﾡ木のうらへそ木ら芝のﾡに祖し 大そ木にﾡ佑T。

ﾡ作糸の呼ﾡら 人メ川宗の経っ下?月限下行ふろ。この 

帰由の一2下さ 看夜保べﾡ離ふ「め Sるべく回-の 

矛石仕と係ﾡて る通味から . 下ﾡ下っづく ﾡのま と 

t て この地ﾡ末左行らっている。

家労四昼(をぬ) 日 30ヘ/ar
ノ 付 ﾡ崎。
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ﾡ付本&き 4200～一.iJ午/ 西堀 2同末～

4目にﾡ。竹暴ク必ﾡさ 2o。 も/a. .
诟更ざ • ひといとき5初し行とっにことしあっ日。 S卜か 

西て日会成ミせ民にがい至ﾡさしって いる。

②下A,
下A回女5. 函殻俊と年超年/目・ その俊5同年よス〜3回 

下刈師ﾡは 6～7日.所ﾡのﾡは / Mu 
② っ合ロ 次仃 除&。

フる▽ほ.」下がをかゆて目時に行、 炭Tら 主 / 0年 

未求のヒノキ下下いレて 新介的下 冬ﾡ実海。 除べほ. 30 
与 星民 ・ごの浜ﾡ木R?いて行6う。

©・a.
休内足Kりら 計画的下曰行おっていさい.

▼阪ﾡ

② 同" 同伐区。

ﾡ別ら同ﾡ計昌日ﾡて ていgいゲ ﾡの林ﾡて伐ﾡが行ら 

め；： そこの泉出堀淡下民ﾡできるﾡ合下 向べるることがシ

い・ そのめ合の同の幸B も枚て 2 切邑段。

② 空戊. 主伐状,

代ﾡは 40年〜40(70)年,ぬ杯々区・林道告地 

あらﾡ合日別とレて 兵地下ある合下品. 自以のﾡ合と同U 
くな傷の 休点てﾡ際が行8 on その楽出払施ごに民乗びミ々ﾡ 

合と認えにレてこめる。 主似益のうら"0%と: ﾡ株 察司 

号に夏えし 売りと家け資くとく「&百ﾡ)、 ﾡﾡ に当てろ, 

ﾡ烈は ﾡ人セ「寸ﾡ約ご行互っ。 は尺烈ﾡ*のその

・ て ﾡ君ス万とし目測Rよるが ﾡ分 く立太ﾡ都有) さ 測 

ﾡとぬ系ﾡ。「山ﾡ」 下依ﾡしていろ。

② 〒 六内町冷。

* 不価 移の店は W た のじ示茶召2一 3人のﾡ是ちきさ点

-91-
がらとらえる。

② ﾡえ方去。

阪だほ 段木茶急下立木ﾡリ可ることと 辰 ホ 柜合に 冬 記 す 

る湯合5別っっ。 立八販にの帰合 ベ金はﾡ的成立後 千年 

くらいの同ス〜3回下到してﾡﾡわる。 系休組合下る託 

するﾡ合は ﾡ約成立と目時R 前理金の小たら で. 予ﾡﾡ上 

ﾡの7制がﾡさ 天済史マ日. 知句後6〜/0ヵ同E琴3る.

②-ﾡ生を., ； .

立太阪ﾡにYどきり -貝至きミっ ていふい年由にっいて」

K.F.ベは・ ォーには 一ﾡﾡﾡする星のﾡﾡともってい6いと 

看之 てい る 美. ャ=に、入日一日そﾡとのに段兵さしミミと 

パ砂いﾡ・ おさび三に -S至老ドハみミるﾡめのﾡﾡ.ﾡ 

ﾡ及奥ぶら い受尽どをﾡげて い%。

7Tﾡ 型

の を当画。

ﾡ易の欠測 造希防ﾡのとき行るっている程。径 

名方は*/ド ﾡをﾡっている天バ床を極力ん工ﾡにしてい 

く天 *=. 似ﾡは. な計面ごのﾡﾡﾡ合下ﾡじながらこめ 

ていく天 *=ド 伐保京下は面らKﾡﾡするととしてい 

る夫 および町 気地休ﾡ土公めﾡ如し、竹有山=里 

山条めﾡい。

② 汚管集.

ﾡ同ﾡ用&2名くラ) 入ている与. ててﾡ時ﾡ用に 

っそ拓素 く主ヒレてﾡﾡ・ 下A) な行日っていあ。 雲の日 

当ロ. /日/300F.

任きﾡのぷﾡ

KF6B 休系政糸下尺\T2受室垂ﾡとして、 つゴのﾡ気モ 

ﾡげらR。 (一)不ﾡの良休ﾡ区、ﾡﾡﾡ欠の明ﾡ。 (=) 用
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ﾡ短場守条の矢左。 (三) 本ﾡﾡ式公団造ﾡの候雨料数区河法 

の区正・ く四)ﾡ会YのNﾡ惑芝モ少く可る浴海奈の京立.

(う汚付浜) 、 , ,
十津川村おけるﾡ林年中行ﾡ

くT ﾡ II 本T ての「ﾡ資よる)
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プロロー グ

十ﾡﾡ林英は その台然らぶ<経ﾡ係件からいって. わゲ
(注/)

回にけるた 林業 光の/2と してのた象のちず み茶 にるゴ?、

(注/ ﾡ呼ﾡ地帯 とは ﾡな殺に は茶友ﾡ言秀品にﾡナる4
町207料を含む地5の総書でカ ・ーいの国ﾡﾡ査にれ

げ. ・>に約スラ ooe せ市. 万 70020 々 活さ し<い 

る- このう ら約u 剳 が 黑京従手者 で あ る。

--しのレﾡ炎のも呼林式として. いろいろの見力がみって 

ずしも一えしていv. 吉呼の上ﾡにみる"上, 津台

秀村およびXﾡ料の光方をさ してv る.

次析大ﾡへ文ﾡ字ﾡﾡ ﾡ業ビや 冷78番ﾡ ガーリ耳

__資ﾡ景本ﾡ部」き 野求す _ 2 互ﾡﾡ____________________

し"しゝのゝこヶらして, そこでのか*経ホが,はのき西て

氏, こりわけﾡ系のき好泳ﾡにみられるゞとく, いち 期 く 責 太 

主求経ﾡのﾡ礼に公い. そしてそミでの経ﾡt 求仲的= みてノっ 

の価柱約最首に到並しそいると表述する ことはた及でカる-

た しハに, 十オ)、)村麻 •菜 白 立地碌 件 からみて書界 み* の一= 

忌 してい る よ うに浮われるゲ, ﾡ気的にな炎クﾡ咲において心吉

チ*の影ﾡに入れるよ ラFロっのは, 昭和〜 ッ年 I- っ 

P Gne侍所Lﾡ彩に」る.旅道の用ﾡ ﾡ でち る： *九ョ で 

日 t 運 いlおは, よくそミで い っ れ< いろうに, さに. ・ﾡn 
A 島" ぐあり. 並祥光との経済門えご逸ば「さしていた。 送聡 

oM設らよ ・十番方経ﾡば門旅され, 経済のえれさド外"ら呼 

たし てせさ とめられていR孫ﾡのゴとく救しく 次えした でう つ

t 速 PI お 妹* びその例でけH<, というよッv 十おな清 

7ま役として, お>さロを妃たゝげていろ。 そ0立は, を," べ 

& 数 みこロわれたさとと。 *れたとりうく光ﾡが早くう みM 
と 示 した 寺 有林 業 地格 であった こ とら光にろ り そみ4と 

み』いﾡﾡしごさち っといろゝとゲでこる。 そミ ご女7野に
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互 ってわゝ丘われたあﾡ, ・ キでの/22品問 享っ 

-比ﾡTろ tいnてい そヨごでろ る-

この ・っ5だ活司系忍をとてさ い るﾡ村な業 

注目すェ 2き,わ れ れは一尽の前ﾡをれくﾡみ ろ 

**ばﾡGらグに紙きのるﾡい しアMべほ本主 泡経 河 

て4何5 5nる このハいてﾡ証的ﾡを件ろ 

=るっに惑わる。 ・れによってわれれはﾡ来にあ 

4清日 らぶに※愛の歴式門及的について み不姿 を伊 る上 

示咲をひミ xバごェ」ろ。

「浮片5 われわれの 渦 黄洋飲由とし 送えし /っ 

ﾡ回はさ > にpるといっ、とがでゞろ

柜•宅*

ミ ー ﾡﾡぐ E

*ギ お河 乂 由

yg

ゝ、ﾡっく
『 くぐや守
•ヽ

X
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吉ず林ﾡの祝えと十ボ川林茶

1ﾡ川*の分桁に入る期に. それを含む みるいロそれき取 

リえく舌野林茶のﾡえっいて -ﾡしz くゝとは十ﾡ川林ﾡを 

Eし。ﾡ解するに"のﾡポと しこ味べうらう。

きﾡ休※にを にカいて 寸でにふ込ﾡざと く素なﾡには 条友 

お好ぷ口るす るど町ス0力おを合むﾡﾡを総層し ころゲ, 系然殺 

=はも寿川の上ﾡに各在ナ4上#. Xも片力ぶXえ対の光 

»をさ している-

・ こ ではち京永沢ﾡ長なスの歳=力いて とら えて故論す ろ、

才/ 図☆らびにオ2団口」ってﾡられろ」うにち労み茶以

女衣 無 0 中央 更 存 り に, き序, 十チGらがに北(十ﾡ か 

とヒ山川は下 ﾡで 合しとﾡﾡハと てり芝=至る> た長 Fなをし 

ている。 -級勲にいって, ミの光ﾡは地領ゝ して 秘28 = &
, めだ, ﾡ本営, 派ﾡ, 角老よが石及岩を«岩とL, 土来 

してば. ゝれらの点先しE過負ﾡ土に合除ﾡ男, ﾡべェ 

&した保水 近掘上ましい性ﾡとるち, 場入こりウスボの生 

fに〜そいる、 さ らに坂家係ﾡこレ<は一部のあ冷地とﾡいて 

午 マ 与乱,° c ,年間ﾡ登々$0みのでス *の 生予には与ま v 
い体件を。 っている.

のよう なﾡべ悠件 を其えに台野林ボにゃいて, ﾡる早、所※ 

0対条となり. どしていらギ <人工ﾡなと のすすんドのは吉所加ﾡ 

がPい て〜あ った,

明ﾡ店べにヌ? こいたﾡ古の林地の樹令いらみて, 足利墜べ

J 堀 - 約 52e年 頃)に は, 上 対 = あ -いて 若 干 の スギ屋林 ゲ ニ

2 て い.たと裕ﾡさしてい.る.. しハしそ:での木枚ゲ"な り武 

函 形印代校され。 解 の 木我 ヤ 曲 とり 您便 加 禽こ なわ/曜 ように

「つﾡのは, ﾡﾡうもの大阪, ベ豆沢の森にらざ口史 i 方 な 

キハ*凝を々め とする大小社キの監ﾡバノつク大さロ以:α . 
アといわれている- おっ* ・ ミれらロいェ ビ半ば舌郷前※秀 同 

Aでァっﾡぶ, しし、れにK保したちﾡの永*ﾡ=ボ大節



は, ミたとﾡ会に,一低氏間のﾡ零に応 

ご当 し, たをゅろ、ンにG→白ン\ 
G 

預
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大

産 

玄
の 

坨

世 

火

中 

の
リ 

野
ま 

吉
力
っ 

て
注
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じ
く
一
つ

"不向グ ラビ腎な超味の木ボ茶ﾡ三ボ木あへの戦状わ二sわ 

ceりにクでろる、 ミク本求の代状と産と共に着*くぜのﾡ休 

ゲ所合さるさ とに gっe・ 合べに工ると承海の-樫場炎ﾡ s 
3 影一書«らっーて,いよいよ 本格的に 超みケ* >ロわれろ」っに 

2eの で5 る.

このク広もだにけるﾡﾡの斗及に対し /っのﾡ査略| 

坂-環Lた:クと し<な若の研丹"ﾡを中じとオ る上ﾡﾡ I 
改圭すのそ並をヴるミとゲでさる。 この構用がの生産 北山 

M态的 z か十球川を改 ト おいて ・ も干はミ"れたゲ。 ロん と 

い?てt そのは告労えﾡでろつた,

これ ように若 芹林友 ほ, 当初. き所ﾡ以にいてﾡえャﾡ* 

ぶ などを ふく む林ﾡ物の命零せmに とt ってﾡ林があゝ ロわnt 
生産ﾡない堂偽ゝ九ていった, つま り微"時代の中岬以にい 

て点林行主ヒしておの燃オでろり. *救の役なは算み普長 

Sある左そのﾡ年の と に郷クヘ 々の分によ っておミ ふわれ日 

" その 生た受の惜大ととじに本ﾡの役公と返殺をﾡ考すろ 

『門oよ々«る"ﾡ単し. :らに 決送 に※寺す る終L »ら ャ 

日 ・ 中 后 塔にゴると つまりそ承年間(フ。。 ) 2mﾡする依 

の結有サ 対する共同ﾡ状のWﾡ"えFゐ け るは資ネ 

ス そ』どによっと上市, 下市ャ び大和平 ﾡ万ﾡ 前* ホ会 

ドではMほと昼じ =, このビカに と・わけ収若』地ﾡ求ぼいし 

す刷太がﾡ生しこくる. 列書星方とすれビ「 >に朝ﾡ 

に情為日 ろと主と2*為 (み注 ) Dるぬ系経号着と *ク バ 

努人e 2 I と *税のペ は 吸 を = オ »る 本求須ﾡと系 '” 

幺ヤバ 百 メ士 八 て 、 7たコ。

そみゃ m ャ = ・り 引 本 弟 . の&5※だグら<るネおス部 : 

ハガナ リバ 折」目至 • 巩 や ガロ>及 した, ガ 一 一 .… 〜" .. -------   ～...-- ・...... -.....- ---------- 「
(z) 永ﾡ大学内ﾡ研ﾡ会 /

-1C3- 
ﾡ数さ らびに 林や成ばゼ=おこ な、わ/L く工体ビー路大 

しそこいろ。 *え文せ平大求 ﾡ早ﾡのたをみぶしz 
期にかコ リの形ﾡロみ ラれた . 予 ﾡ 所にいって -40 年 

とマ反ドﾡﾡ向とりこ していろ。

メ上ゲきﾡみ業のﾡえごﾡる次, i•でに 、 る= ラいてら告 

千ﾡれﾡうに, さらら入ってみれロ林業炎済らになき 

の#狙け, ち弥流ﾡく とりわウハ上村べベネ的である ), い 

か え成ロらに十ﾡ川流みそ れそし いて"gりの相達を示 

していろ のごう ろ、

字ず各にかウる赤の事がをみる と, 

才 /本 炭成 別 蘇林 画 植 とも種 、

(注) 昭和7ダ友地ﾡ林ﾡ者 の 理 料よ り 引用

野 系 樹 込 4 ﾡ 林 に

回 ﾡ

合 計 当ッ

動及 5務 G 範 g 項

■ 受

衣"6ダ%
00 

%
/o,5-

/.J% /e/ %
7

シe
・2/

7aoいj

227

みる 
$4%
ッZ

るる 
c.cな

42272

ノ
/cop%

42ケ

みマ

2
比 山 •||

• 祝

»% «74% 
<

とsa
3ッY

$る%

る 2 2
s2%

タク

Co. ◇ 本 

%47d
ノP2 %
ッメu2

T*
, え 或*.........

/み%

〜ハよク1
・ %
n22よ

d/%
$ママど

«e/%
sw 44

4ノ缶

424
e.2%
2ク

/&2%
ス/ ク

(話和ゞ年 /月現任)

あ林ﾡﾡハな狭ゞか らみ ろこ十ﾡﾡが約ル万ヘクター しこ 

意ら 

約

4 ﾡ F 
/ % 2 
• v 
/り2し

く, ズい で 吉呼川ﾡ悦, 約8万7 220 ヘク タール北 )I| 起
万 ス 000 へ 一LYﾡていろっ 少し者史成の合旅林

クらにヨめ と案 勝林 ﾡ希の比年をた %と吉川 青哦 が圧 

引くテo.ぷ%・ っづいて+ﾡ川成N/ 小% L山川版. 

"っこいる、 さ.らに ノヘクタ ール当リ平次ボを り ると会 

ダ4 を 示 いて若 霧 川 泰品 ゲ な っいで十 ハ ﾡぬ 

' . ムえﾡ ノs みtゞこなこいる。 、れら地城にお



-105 -
ラるう未な当示の などに 

ナる とﾡえそる大らい

にノ キ く工ﾡ&オクスに比たダ

い て 有ﾡみダが及 6 ﾡんで

力されらの祀ﾡに 力 

表示すゴス安にみら 

Mﾡ研え会, 泳系光#. 

ﾡ可して作成し印 >。

<

乙

い

ろ

る

ノ

思 われろの ご F万 か r
ろこ とグ知 らしる。

お業区ﾡ cらびにf名 ・ 

立おりなろる く'本表

ﾡの表と基と して,

き牙川 えジ= おっ

の>

そ

岩 彼に っいて 

京新大塚夕

の タの乙化も

オス 林経済およびそき的ﾡxからの吉野林ﾡの 別椅然

威 川 上 対

き込*の 概穏 スギ 匕/气

上下 柱

スベヒバ 列 

天ﾡ求料 /制

十ﾡ)消

心 に同 じ

殺 - ﾡ用求と炉

, ﾡ立太
一所お に 同 じ

花だ
和み山大ろ上

, 可=投奇

主立し乙,ﾡ 吉

ﾡ,大万ﾡに在

X阪五係方面こ」

新莒万面7例

1 話 ・ k 出 上,正と山お 土準*

ゼ

う

衣

問 常

・ ごは大ﾡ永ど方と入 
っこさ.この尖不仲田ﾡ備 
のF似かお_BよAよに 
なってさていろ大o立 
がす和S力山/s% ZM
Zク».ャタロユパと

$o～4c年 ポの

合みの→/4(年
$o尚後 $7m検

尚 に状 問 度
主に私有林を対象とす 
%代文 ﾡ価と 
受知とをﾡ用 と才るベ次M衣

北山r同 ど

A外旬 るのが

ﾡ人ずボ え

山 ﾡ 画ﾡ o7利 山, み 町式のク刻 山林海裱の〃到

林す業ロ当番
大和平序ﾡ布 

の主 ベボネ

aよ*さとにg
Tの向べ本

起村比主 と 村

ノ
!-------------------

■ se
ﾡ法フいとば | 
ﾡめだと 1

• 1

不おの汚法
系祭を主と ヒ

*る乙ﾡ= ﾡっ
) 上対に 同じ 1上村rに同じ

根

i 運

: 汚
枝

——

回

川

桎

Hラッ を主

こする
) 上対に 同じ 1 上おに同ご

宏ﾡく/%当 り

202e 〜ノろォ

但は後 -み間=

た ノク 回

/0ダ 生 夜 /回

スクー $今生か

=や$司.品ﾡ生長ら
F&7いて長叙木

氏 彳 2 な る___

と歓的ﾡぜ (～
4000 本 >
時 =»eot〜0e0ホ

バ/0年前に

土4-少回

一報に おこ F
れ ていて\

苦.TG寸ンリと 
て,水さな立オワとし 

五SXさくL サえのふより 
う枚用し会てこバウな

・チに大"式区名さrより 
frt<いる.ししれ

4ノ pv。 本

--------
止ムと同じ

一-Iに、マら い

旧 "上,下北山 

対-問じ

ゝの衣によって 無所川T楽ゆの現左に あ1ろ 然門rみPボ茶 

区新"らに経核の対をあおざっに対府み ろ こと ゲそさ 

ろべ, 点好Mべ尚のy和ーツ年Aの天ﾡにﾡして夕 W大ﾡ 

み*W八研会口よって作ヌさ 回じポ日みﾡと六ﾡし こみる 

とa, ず指ﾡでさるの, の販たﾡべ北山対と十ﾡ川村にわい 

二. それまごﾡこ方配にんハゴリでていたのゲ 大mi=糸派し= 

しォ→白ゝとうられる。 さらに

0 バズ出力去は川上社にいて, 太ﾡべ主でァ ったハパ ﾡの 悒 

ﾡと戸じく案ﾡべ主とﾡっfこ と,

・ 愛扱テまは, 村にれいてトラック7列,校2刻, 送/

1. - 忒 ハお =月 い< トラック/例. なノ5刻てみっﾡ。の バ 

1 »l 上片と同じ< -ラック べ主 とな り たこ と,

4 逸ホ災はたし村と十弾ハ村にネいて な祉収版をス 

; っに っ こ

下 回スら上村にネけんそ ど 柔 <; rいゲ, 北 村と ヤ 年
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対ﾡ村に力いて, ヤ > 関 教外、 措 加 しに と, どゲあげらしろ

T考おの台 経清 ソ プ ※の況

「1 %,:；, A5生紀つに五王のしを歩。表りてﾡﾡ 

くとﾡ とえった らいとム してく た . ※るﾡく支ﾡい 

ととみ- ゝの土光ボﾡらないので トシモロコ シのケ 

夭为 后.；： 7がとおらPﾡダおて-ﾡみれげ女日. と 

7日2パ交逆断〜奇会との愛総バ名えた. 百ァえる

ランフが

往 P っ 6.
Fは/ノ

の ※

との を 結 ご え 矢 工 ご行 ろのそ»ろ, 会 の げ ご 天 とミ
矛省は召ﾡ令

M合 こえら

ﾡる ﾡ - た

句 6 め

彼に条ってはみ 

»ﾡ合みﾡ解る。

ヒ ゲ,

かつ

太平

たっ 条

おをハ グ ゴ を いたえさえろ た し.ﾡ で

自ﾡ風 られ亡。 ウ た リ シ と シて※ﾡのせ ピ ら ご

く, 死の 巨の」りに 故每 レ にレい村ご

のみで 

れ ゲ 今

?ら チ手 リの十川対の状ﾡるみ ったにッ そしれが今ご ゴ

ﾡだが立ち ダム を 条く依分の 覧だ 本を ろむ ﾡ )
浄« とイを*べ釣ロラゲイ

7 / ﾡ:パ谷に、ビナ

フの おバか > マイ トz 卜

川村が後ﾡ 十 7 文

ろ・ - (キ田及一 

チャ ())

ヽン ﾡ夫ﾡ 十

, 田和〜ッ 武 ろ 矢 野 )•| 財 ﾡ 後 の 現任にお い I
ダム* 終リ. 似 あ ろく, 谷に

イ トのそﾡ乙 さ 2 えr く V つ = , ム エ 単

千ま す ろ 

0
ク イ 丁 、

に 一 ら 1
「ごと「 お六 

も - 弋っ ニ, *

しにネし

ﾡスとﾡん

ごﾡ系京

1 の平百が各げPさ 

ﾡ の 中 Ii のハ7
ざ 1

い 村

ご 工

に 代

ア ろ ・

」に は ア ら ,

依方配1 らっろに

っそ ﾡ支に 高 

ﾡ負ﾡ糸さ 

合 さ え y て

グイ ナ マ イ

新 っ、夫る

m レ

2 ち

fc
す

の)

千

氏 の オート

合透来 =け ざ

って い ろの

ハ4 の ごとくペ呼川ﾡﾡにり沢 さくﾡ究しTﾡ村の 月f 
ﾡ済 ら乙は 主意*ごある林求の xえ につ い てﾡ介して み士 刁
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十ギ川対はをﾡ・該の部位長と 条1貞/前浅=角をし 

ていろ. 条市えﾡ"ら十ﾡ川村への入ロけ五ﾡさらって / 

日欧 本の ベス グ 十 萍 川 材 &湿当 し, 竹・ = 扌 a#さ L= い る.

五妖ハらベスご十ポ川村に何つてぞサる 、 し らく平だが紀 

くがかないし /時用 eっ と目和に山々が通ってく 6- 西吉寿 

域"ら大希片=至 る刑=ななする※食土の 対 を太えるとお受 

なく と*をた> えた求各ゲムがﾡえこくる. ダムハキりのメ 

系の永ザにはﾡしたﾡ*なと萩ﾡでゝ ムエ八ま下目»新 

しさを感じさせる, この 常谷ダム ハら道略十才川F芝ってま→ 

<いる; 十ﾡ川"ﾡべのﾡしいくクMにﾡいV字形の各をな 

して行する ・ した かって そ 城 H を っ こ 柞 ら シしこ いる 堂 路 を 自初 

ﾡご人る と何回こなく ﾡをみゃさ tる- ﾡないへ"ら 日M亜さ 

分xる と左- ・子川" 今し に相ク 全み8. ミ まごくる 

とすな=十ﾡ川村の入ロに進したようなも ご»る. 十ボ村に 

入こハら十 穽 お最ﾡの部 客 き a徴に る ま ごﾡyﾡさ約ユス 

時 ほ ビガが み。 こ北によってしﾡ分知られる、v お は 面 ﾡら 

いって日本ごもんスをあらそうろいの大さな村る, 束町杵, 角

夕ﾡ にわたつて わ り. 來下県名面ﾡの約5かの / a占い ている.

十番対止は, 五ﾡハらくる場合, 宝式してゝた大ﾡ対とﾡ 

当村に, 資若ﾡ団立な画に店定さ九. 大和アル7ズ汚るいは 

北総の愛ﾡと いわれている大ﾡK( 客ボバマ2) をざてこ下 

生山, 上生山にﾡしているの 大革政ﾡ険へた』にﾡﾡ対丘 

•」 ﾡない- 南 は 果無山 敝を へ 它、てて 和歌山 呆婚 再 野 h びv 
町にﾡし乙いろ。 十ﾡ川村 であろ 小ﾡ から新ﾡごはバス 

23m町の行ﾡご, 当歴熱は約7Kほどでらるといっ。尚は 

ﾡﾡ望山茶 a ヘドて に和み山米セ村, 中彦路町 5 ビに虑し そい 

る, ※常ﾡの搭術に よ り)本ゞを紙こ 田ユ 市 = 竝 才 る ベ ス 九便がおみ

当 •1 勿気燃 ば. 奈ﾡ-級ヒなりﾡ戸木式の な洋 性ヌ人 < お 

ろが, 土池のﾡなや高の向こなどこよっ て一抹乙ない. のャ

(注ヲ) 昭和s7ﾡ 林攻ﾡﾡ
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e 師 の •ト 系 7 クタ平☆云甚は ル.3 ﾡ乙あるゲ ﾡ=ﾡっ = した 

ゲフ <で 高く 北都 はや2 伯い.

山 缶 ビ= 同っこ点平)ﾡﾡ乃 高い 気 むため す 可; 

ァ )年約yc00m型えの両ﾡゲある. x者0年町の 条あの

ラ7 リ. モグラ ブを作用 しこみ る とアゞゴハゴとく, 所督 は4, 7 
^ロら二=月=こ"けそ <央型ﾡ五区市ハ 型 し»しzい 

る. ,

ヂ常は-殺に粘械だるく たを安けゃナい・ 忠版の本 

F ば 新 土 ババ ハり, あ同にあえﾡし"すい糸件にある ー 

そ えにミハ地汚は台武付にマ択する地やである八で ミ 

: ・ペ人"※明Y*に ト る火 火-普 にる こヾや ハ ミ 八 て ぎ て 3 ろ一 

ヒリ K 力 那 ち マス 品り大水ﾡはﾡTべミ ・八マ5 , J •カ た わ - 

屛ハム Kd 比内ホ、。 切 なか な こな わ バ. たほ と、 こ)力 たた. ﾡさ 

はﾡ利れみ耳 =ご生 にだ和ﾡ E 対艇済戸渋 大枚宮こ おFE し

、係は列としこ メ上八」自然ﾡの結 米, 田・X断Ar

ーバラー

ケく, 森林の占るﾡ合は対4%とﾡ例ﾡるちり, LFが

?<ゝ ス大た式らない十ﾡ川村経済において※バ 

e であるゝ こ が、 短らろごろみら .

X3表 ヤ 川l対!に け ろ 土地利用区 か----------  --- .--------------------(位 )
に利ア 
・ 耕 地 表 株

西 畑 回有A 氏年公 計

表 ク 0J
クク

84ど
o %

wラク/ 600 22

7%
えく合

T津〕対にけるポ ﾡﾡ

除池

村ア2 力 月命のﾡﾡに当 る な

し1-かって 侵にっい は, その火部/とだかタシF入

しこいろ。

オグ表 く□の耳次別ﾡﾡ

友 ヘ ロ

ヌへ元年 / / 400^
円合み24 (*ﾡ) / 2 722

2 年 (北治差ぷ位) / o. 20
7年( 日 落 一号 1 / / 4 20

年 / 3, $22
E み /2, / 20

74(欧"以5) / 2 40
/2 ～ る, 22

期m 2 (不忍費ベ> / o 20

74 (治 予姿) / / 2 20
/スA く日車 寺 変) / / 220
/7 くみ次世济K我) /る 22

年 /ス, / 22
z店(政 我 2 2 a 222

※に村経済の歴なを りる程友ま 

で しのすと意われるく口の与大 

別ﾡ射をみらと オ«表に示の 

さ x る ご こ<, 研治ユス年の* 

名にIる 止途述移 営=より3 
=ビ 約/, 2o ヘ 13 ビ の ﾡグ を し 

めし, その段. 超引ﾡ=田和 

初刈の 不ﾡﾡに豊週す る王 マ 

m役句と示- T不えﾡに 

"若千戒ケルにメな ろe P
, ペ呼ピごな了年の 忍 

耳 牙 ご 徳,口 頌 例 と みせた. 、こ

で 桁ぷしておく バき とコ, ッ$

年 み ら n た

最 マのスロ歩を会り - い モ

V うさとでみる- しハ レその 株

ロ ﾡﾡﾡ句 うっ り, 
/

次前並 の
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ペロXr後川していろ。 そら 

口に注目:れろことは.

文元年メﾡ売ﾡす マ=翌 ろ 年 

x列ん ロ抑教を傷欧する とさ 

総んロ敬= いて,そほ ビ 

大s 町茨ﾡゲみ らルいこ = 

でる. ・のゝとは大さくV 
っ<お経済の &ボ をし。 ゲ 

たさじでぁリ =らに明ﾡ 

にいえげ本村桜ﾡの 中心的 静 

ポで» る林*»ラ仰生ﾡ性の 

対的よ性を示すむの と ち 

えられよう・ 

海況につこてろろる - とに オるそこ で十ざ)川村にる林*の

さる承約%を占 o るなみのﾡ行ア 分け 計画 面武で回悔み

4 0ク 町う,科-胃 冰3. 4 7" 町歩・ 部落布林/427町サ,私ﾡが

ク2町少とのっている,

みﾡ r ついて汚ﾡ列 =m石着& おが行@積をみ る とえ 

今*r シ ラハそごと< 株 名 総*るッパクく こ 総私旬株 ・

み約 4 o,ンPP 町歩有 しそいるのご平ﾡ有ﾡ成"約ユ 町 テ

才を 私株 旬担ﾡ 別 行為数 び与動ﾡ

52 A2 220 レ /ヘ/クク o/m上 塗 計

パ/ 7 ッみ z チク 火4 / みッ ク /

%____ 2 ん.0 e 2 o4 /◇ク

为 ほあ
ア

/ア/ •りり on7jPi *ペック クs&,#2 ック ッ/ ス クフイ 42 $。 イ扌/ 4 )

〜当____ ク/ 24 2. 2_ 2_ J /2乙 ク

( 託 > 十ﾡ川の 山 材 子 ア リ 引 刑

の ?力ﾡるﾡに五い ス2 町をrに してﾡ お永とﾡ面 才 と 

の所ﾡをみると, ﾡﾡのらいっと. 会休ホハクノとちッている 

べ 依の済有森が」金体のスス%にすざTい、 送の表ずをっへ 

え / %み内悔 私こによっこ 会株林面積の 7 チ %が六 万さてい る ) 

・Fロi- 3 ういっに土ﾡﾡ集アの句は/00アサメ上ﾡ=" 

ろと, さらに綱石と"る- っより 催 ハo4 % のA* = J ・) 全充 株 面 

ﾡの s4%余江行されてい ろ-

十川村私ﾡ林にや ける 土亡ﾡ字の桜え名 相対ﾡに知る たの = 

全ロFネワる沖 現. ﾡ W土 地悟のボ辺をみるゝ, ス。町歩メ千 

承にあするﾡﾡ故に会求が有者数の/ど%てり ところ 

ごこ れらく«のﾡﾡ林面ﾡは全の &0, 4%ご» る . »

Y 1 っ こあ す導ソ村にける赤 林 ﾡ済前なた諾らにお 

いて* 土ﾡ市ゅﾡしいうでらるとるえろ こ とゲごさ る- ロか.

P 小林 能 面覆 のうち 的ム マ は村4為に り六されていろ・ ﾡ 

。 対 &書当名*の登句とし て はづるべく村介為にる竹行を抑ﾡ 

+る方外をとっこいるという。 ・

つざに村内のあ林をﾡの著情についてﾡ反別に一訴し そ う 

光が列Fみ るﾡッスはﾡﾡのぶこく十ハ村ﾡその司ﾡがな sる 

Rパ=#ート でみるゝ とべざを得』いからぞ»る。

十川村は大寺すよを救え, それらがず呼村E, 神細E = 
片区 三対1. 末躍, ロガ区。 ﾡこの7つの地保にﾡ合されて 

いろ。 ・こではル 区をさらにﾡ和とﾡ師の2区に, 湿ﾡを止部 

m 初に分けて. 各 g = お けるﾡ通W, 今級 引 s 積 我 梨 - ¥ 理 

てみ るとく表にみっれぶとく, /町チ当リ村全平ﾡ衣

4 クタ M r りみすい地乙はﾡ川ﾡ都(みス4石 ) 神Eく 76) 
HE/ケみ今石), 東ごﾡ部/ 4み 石) の/ 比 とで Fり. マ タ 

A下の乙はﾡEﾡﾡ( 广 Nタ ラ), =#さこくシ56 商川 

河(/ス/お), 中呼対村E< 422 お), 町村く075)みE 
アろ。 当杯のさとではらるが. /町歩ぎりア戒のﾡは用 

り#てると 引 く.そ して高い会なに石寸ろな#? マい

メ上の/よう力 れ況 を じ こいるヤﾡ村x系の任をロ い し 代
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ﾡ科数ナを=ふハﾡとやりでうるが -ちそいえ ゴえ えに合 

午こハれづみる吸ﾡにラる といえ」ろ。

ィ ど 支 だ必引書材 防ガ

ヽキ
E N 曲 ﾡ ノヘク』5生• ス/一20 ど o メ上

/ 団歩ぢ" 

千均を愛

用 * 休の

コ ・.

ﾡ村
所 «? 休 2 % J 今2 4ノ% 石

行べみ 4 / 2
42そ < 3

消綱
可内 み /テ カク

? グマ
薪炭林 2 2 22 2

= 科
用找採 ッ o 4 $

シ
純構屈 2 ク _ タ Z / 4

三 料
闵极* 2 字 22 aケ

•

可が ・2 テ o 乙
ソ

司教林、 广 y ク 二 7
"チ ろ

新 / 4 ﾡ 5 2 /

—粹
通 ク 2 テ

祈於林 ク ? a ノ
・ーて・

用休 2 ク ジ 2 2
y クi岩厳抹 2 ? , ッ ッ」

< 3

南川比加'
川 ク »ア C

クダ
/ ノ J 24

用殺 2 2 / z ク
ス4 ク2

,药费族 み / /
| 厶 2 ク

み
・

ペ 1
を が ユ ノ < 7 ノる

ダグ

:. )閘 乙 ッい m 成ﾡ奈よ リみガ

/ 十 洋 川ガ 経 i »条ク桜げ:みﾡ

) 今ダ乃布石
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このしポー トのﾡに日ﾡはプロロー ゲ=みいてﾡ"。と< 

f 評 ハ Mデ=リ, 00年円=こ当ろえ糸☆姿 に8=u こ 

とげたと い Lっ十 本 " そふに!こ そ=カワス休ﾡ継 

済な版登に姓田s *後を具毋的に載能しよりV3；いと幣あっ 

- ゝろいった目的"らいっ< 当*の枢一級と#ボみ不西 

さ点内ハM税え反 乙とそれびこの二に人ﾡしてﾡずる -

がﾡるみろ う(平 に十デ川対経ﾡ近※町ﾡ町について み、 

n｝っと ろル合には, お行令しそおゝ そ ろ,とバェリ令当

うる と思れろ) ・

) 熊ﾡmWごゝ尚

——陰の我总陈や—— ^

十率Hの近区について認主ゝれﾡ者の一負を版く と, ・ 

ナ所務者に王 るまでﾡ種光と して特共を受てきE十川 

銘 →いて ふ、れらて いろ-

たとえ ・れについて 「十率のか逐済 の" ハ o こ 

* 6 大に紹介レこ夕 う-

T 十ﾡﾡのﾡ式は非ゞにさおい- ﾡﾡは. 天キ与所く 7 
タボ)の 図証大評入入山メ名, 点ゞ=み契のﾡとして 戸部神イ 

・ふじ ﾡこのﾡ炭を受けてさ白 打たき房銅時べ=は, 該 

ボ. 不 と づ じ 力 前 酒 の 希 室 矛の 活 ﾡゲf り, 各ﾡにそのまﾡがﾡ 
・ ・

ハごいる. ざ時の十ボ?は, 入入査司母ごとよた荘忍た 

吸の*記にﾡし, ﾡﾡロ十ポﾡ士 という々のめとに,共 5) ﾡ 
.- こ’ な 內结a A をmブ く r <ミた。 住浜の経済にい だ s 
=/ 各1る自給ﾡ長の受首にPリ,ﾡ品えYい っ ョ どハLo 
,-； < わ ザグ 注 取 反 ヤ 木城 も 度 强诲 庠の話 H へ 炎 次ゾ して.上 

肛力優 用 セ * 撼ナ③'墩を 金 々 0 c 仔, ホ半 バ 初ッ こ近せ 勺 a 
: ビ体の刻 配下 入っﾡのは 姿 臣次 白 の 天下 雑.-- か 孫 二女 

2 1らわち天モ尚くノテ。年ゝク校さ好こ 大*が

る及り行に締入さ れ 新内り浜高千石とミ"ら n下 っ 

z p 新世、, い C てる ﾡの)北片 はハ、りる 支ぽに客だﾡる



行ラ と け函題ご 八み高るゴの 3早 でかな リ= ﾡ ﾡら 

/「 .え 懐 ざ/二、 レ"レ新内P"ﾡ税にWしそ古夫持引の古 

納 がラ- 一 とに, c ・→沼なく 4ﾡにス < 起っ た 北 山 一 

危 を 鎖 足i•ろル U 功 を 立てた ので, 年言一を更除さたる 特ず 

2ラ; ・て砲時常に入り ほ長 / クヨ

/ イノ“ 気)欢友装 海代官 か を 笔 V 版 しに ザ, 豊文 2年く 44 4

) 5え解べ言へアさこ老ﾡ会際そ総ぼするうにロソ 

ンメ車 系 ネギで* の 文配匚离 し な. ミのM引総さ之書の取役V 
と会りていろ. 得 大七 至 こォ内"らﾡ王業助に考ﾡする為" 

ダ以レ *ス3昇(/み23年)天鉄ﾡのみと受城=, 号神"ヌ 

配tRして洞てのﾡ路=入2た・ いP? 2 由湖俺さが案 ・た 

でろ8- 未常時行会約ス0へをめしそボﾡの誠5命じ日

れ, ネ※ sv0石を給せらLる ミと =なっモ。.

当時のお経奈ク字げさ) 幕末 の同爱 たAより 文入 け 耳 く/3人
耳 > F 十琴年士。らヤご=ﾡよさ 1た「由名活上版督→ 

二みい下さるざとく, 「高山必 谷解迄学 介 不越 えせ」る あ」.

"「各に2枚土区*着数*えまさ各い, にヘツお木 品 

商A すといフ ﾡ能てクた=

と ろで, ﾡま教否年F三っ <告し , 十孝村のな

> に ﾡ 条を 長しそさ 日十 l 田崎 は, 所 谷 船 の 地福 正 • ス 

・ ﾡ 面 6ﾡビ各天会, さらボ4主ぬ経行のス問の影ャ- I 
ウ り そ, ﾡ*, 次次はﾡを中にと寸る尚ﾡ注ﾡのを歩ほさ そ 

2#台く5PE。・為ノク年7月み恒林手系を主内きと寸る 

片 切 ダ※ 4 耳省ﾡﾡ 野ど2のッ向の/つの証左なﾡろといえ ろ, 

そりて ・ ごr。と てボ氏ﾡの形ﾡるﾡされていたか材 

• *, ※ ・/ み ﾡ n "ゃ ○わて行く クマある。

-■ ラいP ァ P ル 引 " 列 ラ X井的には片な汗のラ※ た • ョ 

' : • -. . の大:

* 円ﾡ ス 4 み月の大 (きをみる こ とがでさ る。 1 " ヌ 

川 フ ャ gは 天名みス, ﾡ局ﾡ 一〃/ , ﾡ失条を 2zg ジ ( 妬.ヽ
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の約スあ), 被老ﾡﾡ田ノス/町. 畑eと町, 中笑天27ぷと 

いった 奏 X おり. の 乙あっ六。

円 治 え ○年 r) = カヴ ろ科 F ••- 数がきだって 引 a r 
※川の林経清」 ク ﾡ型更Cのまゃをァ げて して い 

% さらに?ぷりﾡ右にﾡ分の木ﾡ名によって徐杯べ及償さ

e NW ャ納I え拠さの ﾡ治z4 テに Rウろ着名くﾡﾡ許 

「によ ろ台ス ス7と 町の取任と スク年 = P ワろ下市をﾡ永田 

ﾡ然所んの6る ス mす 八政ﾡといつ卜例6? プz 明しこい 

5。

m右尚"ら十率川おの木みは主 vしこ☆一より者宮= eさ 

れてい バ ﾡ治ﾡ1上 な ると 浜に 旧ﾡき 時のﾡ也町なP才 F 
剤 ・ﾡ束 t, 竹 の*救*ﾡが大に引躍した。 普名=家を将 

mさビ て*ポダーﾡﾡ才る十運村出ふのﾡ名もPらわれてこ

六正みギらびに昭ﾡのﾡにが回経斉をペ?た 不えのﾡ 

本炊功にむ 受受し, その求ほ卒ッ 行 图空 A 】 ﾡ =浜 

・ﾡ27たえ, キ赤林をす京するのが縦比し, ﾡ許古 

本力の 央V村外支本のみ林級倒がM着 に なった.

当時にウる ◇込、夜術=ついて参今のためF一旨 こそくと 

とすで確 →場 K し →き といろ相行力まが;た 九こ , 

-級町rいつて*場→ ﾡえといったうちに支ﾡした /は

1 消 ガのら生を= る 羽移がﾡ木の P スベ, ヒ/ベエ み = ハ 

し ていっﾡ=ヒrがたしそいろ- や十式村とをﾡのﾡ係

7 ? パ , 大 0年にき月研会件 ・ < 階 阳 社 の 造 本 と

= 舞斗べ書みさ マさ 「:2 は注目 れ るべさ乙うらう。

円布ク 限 = ヘっ= ～ら。 / っ大さつ炎化は送 3 绐力 狂 え 

Pろ っ A り五 ﾡハ水活ガに てハた 球 工 争.ダ 

F サ川 科の上斉 同「/05にH5 こド ラッ 7 , ﾡ ゲ 
訓ハれに。 ・れによっそw戸村,ﾡ 毎 l, = 対 *: こ D 熱妖式 系 \、 

のM「やバオ»み, そじそゝﾡ辺の木叔け五 統 方 → s
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1 うな7, 和の年版の五休るへの ﾡ荷と至 /0 
% はと9っ=いろ
委*テカア切ビ部烈初路 シル 毎顷子 ご は比酸す。 ヵ 

ロの日グ/一/4 午=は活チにﾡそネ ・), ¥ <ロ の ﾡ

ロ, 上メ川 ﾡ新品の*あ本体の州行み毛の手 1 
犷ク 3 く 力 い。当 時の巨さ, 救山下のをみなごのチ 、 

べ五#系のにカ らろ よ ラロー 領生ﾡ2行ラ和ヤり大 - 

社が林* 乙。 ッ下しレた=とにﾡ目さ えるべ全ミ x そ 

らといっく「率ク山休経済 テ。ー タノ 買 >。

そみ後, ネ2*ビ早大に入るが, 十ﾡハの林ﾡはj争。

/芝みと同じく田m 45に開定= 九 た木ﾡ統ﾡ去に ュ 所 - 

こﾡ刷をつけらに受2た。 ﾡ号ず=おける十群ツﾡみずは) " 

字 監行 だのみ政救成約み 名の いとに他た城と同じく ﾡみ ヵ低 

を計動がたて られモ, 注産ﾡロむ しろ波グﾡ句と レッし zう 
<いた. 、 通ル 件="ビ 九z いなV当*2 し < ,

才 り 乙女戕 の 不足 べ 胸 的 に し、.k いて タ Foの と確えさしる-

円和 。故況 F り制は ﾡ/ さ れ み 咨 たび 自 油 8.
。並Fついた。 そし=ﾡ村経汚Fい=ﾡ後長大"表ﾡとい" 

る歳ル内辛にいて り影ﾡそ足の者村と して天 s 方 狼 列 

中る - とロく1孝川村ﾡがらびにﾡ業げ ﾡ並 Lこさ たか で' 

ろ- とりわウス午年頃"ら水ﾡﾡ老のあ惑を術費にL=通は(

み, 所式休ﾡﾡヴスアーッ/にあいてえﾡし, その 赭 、

" 除 に の 担かむーた 魅 了し, ス総本大ﾡ林が並歩している-

・。 レナ 津 川 材 経 拓 a ら し、“ C 林 業 に かけ る 案 の 成師 的な 疚 ;‘!

け, ホ 類mMをって =»る

f 閉)1 P &m のくAにvげ 尚 F a%けナる ゝ十 か) 月 のポ 

クは, 冷 からみ たら 啦城の 步 み を示し<さ F と い ラ と はし 国 

ろ7 ,T村の日然, ダ六ロらひ=材の初況クとこ ○乙川

納 ( た とく, ペオー ー"長みめ レ九カ い ゲ, 「A 
nulの ・ 一 ﾡらし に しォ な 点 あ つ -,

とく2Iはとい& >こ X で つクつ

-11/-
#*の水ﾡ生ﾡにかワるﾡるの ﾡﾡと. 和。年子月/ 日 

の十 n村役ぞ行「十ﾡ川→ = のって い戸次のﾡか ら祖 

たゝとゲ町 られう 

した。 な例しにオ 

すフ の二よっ乙, 試 

ワ「- 各発1 ら+ﾡ

の), ﾡるく バ, ﾡ分のこ を" の

ろとえぞろ ったグ

か »ﾡ永ﾡ へ※っ こ も た

ﾡくの氓そのキフ

に五んのメメ

かごは折と しサい」 っな木ﾡつﾡのべ何とゞる円=とﾡR 
ハご, 当くクホクるの。べﾡ"沙し質 トラックを引 

ごも相当ﾡるといろ"ら, た しか らローキ芝えロらんと 

は とれ を 用い た 人 の 母. ・

ッ ベゴ川W老ア ー

—— 令ﾡ友止の時代 -

•F ず当村に革命岡そに2 0 F っしﾡンいわれろき解ﾡの総 

6所ﾡ千災= っい こふれる。

一 の総今四ぞﾡﾡの き菊 は, 昭和:。 年に余長ﾡ内ク百入 

九 女力 の た ゆ河野元X林大ﾡがヌ*にEア, ﾡえ物慮へ須4 
s。 ラドル ( そ7ペ円»を/時Fアメ リカ=ヌ 久ふ ずﾡ入似行 

こつ»たてこかい乙, この2%をア* リカが使用し, のこり 

7ダ%の フよ低円をﾡ"ら2o ク年の.a5ボが入れ乙 

西内ク意ﾡ門ぞにpてるミ2を 成文 し 作 = おげまる・ 当 

m, 赤休四だにつぷては, ェ了上述の式会のっらノ。信円ハラ 

z u, Lハ: そ後 ク4Mにユつ<余剥Xル分買付が列 

るどクとレて, 総営ど0向円が予ﾡ=れﾡ。 レかレ天ﾡにはﾡ 

ﾡﾡ入Y止口より/0修げに, そし=ﾡは取政敵責によ 

み入合に よ っ こ 广 こrわれた・

尚 eの K 前社計ﾡ は, / 午戻みら / o " 野計載そ総千動

7 使円&ひ フて※行にうっさルた。 この期廷ﾡ*の撃内» 

: G N関花, 孫町継, ﾡﾡ杏沢問俗が女式条件ﾡﾡ 

R日るする。 ・

十 定 l 村は評ぞﾡ今のY し乙 脚 光 ち夕ころ、ン - 4 c 良
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条削に°いてはが迫ﾡﾡを中に課数と して呼和Jス 年 

らたが所る公H =よりﾡ当 ミれた. 公団はﾡﾡ? ら対y会2 
そ5ス名, M 係景 K金ノo%, 症名 賦課 ﾡ:%と安へ 

ろこと =Jつて借入2交示する・ 当 初球ず 会全 利 7分 

ア2ダ経E, ノ "え利白対年ぶﾡ宝の方送る細入す る ミ 

2 =g?ていたか ﾡ和3ス年7月政正によ り 今利5ク分5 
え7年』区2ッ"年のえﾡ 内科与助告ﾡ 厂 茨 更： れた-

ﾡ和みえﾡ工分 aの公永す※音による発終す4系け 

ク*にチ られろ立 お, ・ 乙p る,

の

し

>tr

と
反 

才

公 成 亭 芋 貨 によ る 路 奔. 別 運長
--..... ------- くッぷ,・スイ

落*を
・和ッ4夕

名工分zのx
今後云 丁夕

マ〜 '

光えﾡ 書
内 I 
おﾡK ﾡ森級

そPネ型
如

/ング あ ,ダス4
iお 写友 

ダそ ◇% 。ス 乏 引

抑ハl / グラ/ 4ケ ? の2 ッ o え 2 /

4谷 y z /ス — ッ ッ 2

立裕ぎ . ッ7ク4 o ッ 2 ス ク

Ti 合 »みゞス a / P o .

夕7み4 2 20 o

^ 7ク ツ 40 ッ o え

お 合» 之スッ e o 2 2

過 2 — v /

タ ・ ス2 — ッ ック ク /

/ 2 7 クo スと. /

)/ 但レ 公 同 H の合 a るうさのﾡ2みくむ

ス * X 计 的,ノ ー 必 が 初“ 2 耳及キ ー

ッ 不全 羽/e20円 +722H
ﾡM紀 に)と 五体 -ﾡ名の 町ユ グみ 月=わ こ ロ ギレ I

c +洋ﾡ五朱にﾡ部ちら乙な

マ 計川ﾡ ﾡめに し-, 弗.*,. 常 ﾡバ

万 円
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へ
イ
审
ダ
ム•

尚名記 
/ ocッK W

ホど シム 
/フMイ

②ヌネ神べと して川I☆会, ﾡ砲がば金とッノえ$万田

おにさし 五内 =力7ろ N不場ジ投栄 として セ。 万 円 を支払 

い, つ村内数カーネ切をミ とそキ総した。

・カ, 2"ﾡ行= E 阳/;. ヘーニボ※"ムく 1 M 川 グム 

ロいレロマかすムとりいPろ )"対ﾡvレz ッナ年に次 

二と3 内ぶちって を常した-

ﾡホ少洗認ﾡ /Jククシスク〃4 円

ﾡえ低会 。 ・22.220H

対ﾡ 氏 この, (2e,cc。 F
合計 / , cvt, ovv 円

ﾡ席, メ上の」うな内近Eと～ﾡWﾡズ, T-度り賞 

プーム」2 、 し, 動 ﾡ » 笠«ゃいォ→て対な済を. っ

げ村社会をわ > こ< 

、交ﾡ。の盗ﾡﾡい

ニゲ ぶ の»ざとく

マせて い?-

レすたを林ず= 六 天たァいてﾡする 

本 し ポ- ハド心師ﾡなず・. たた実

的項エビローグゝも なろけごいろ

4)十ボ ン I ガ 林ﾡ か ﾡ ﾡ

4 ナオガ)、)お Q わけろ 林家経 オハ 葉 範 日 フいて み-

このこにいこ ネ/rﾡさろ木ポﾡ区にふげるみ

そしげそ昭ﾡが五点7ら新百すご村と林た-こ乙所し ンー 

ク ごン くそまご者者方まゝし=ツ両さた=い「:ク五 

「方司Fずく行さる」ラ=ロっ「:いろたけコな く, m 
管会ょとと = した系木市ﾡの所故>*不み日合7強と な 

2 P,び:く<はpら。 zr い。 然 各 グム ? 沼 価 - +=不 岡 fl 額
村と/メロ=/ョテ戸ェ行にhホあを設回 一:,. ・

-= *ド? ヘ 沼価/ ラ ーi ' n E / ； //"
P ほへLつﾡオ市号2 年フ た ・ r 和 ・//。•• ・ な 

_= ) り*協司き、が永印』文元たく-て , そ
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の犬 極系に40(用和4年/月即ﾡゝ 辺に4,22e
の CEア入しこで木立メつ門版した。 工与に* ける T 

み京央が&お介レみると 料•宮 市两ス タ 万 N. ルク 石 くっP 
- % ヤPIH1 ； " "が行が ) 根府寺 / ノエ 万 スル“ 日 (/ 

,じむた 川 材 FP )ロらにロユス770° E< / - な 

・Tハお リノGり こい2た合び列る-

ハ」ろF*お ゅ同4合 磔 よ 当 訪 との粉 同 冷よ*, 原 ホホバ 

"M設ち るビ< ﾡら希ねﾡに永ﾡの 木 え通の た祝の中=の 

たな た こ れ 用 極め N いわ れ ろ 彷M 口, ②-れに リーテ 

ージンとザ«=さるミと, &喪打 との お引 を 重,じ て 本 用纟 つ;

ここ,ちいはミ"活ﾡをユじ三ﾡ金2音蒸すろゝに」

<・ 村町の糸おう亡に麻f:かゝな 片内のﾡ性ﾡる書: 

ﾡ成レRと/ «u 林汽 ﾡるに対しそロ, 責金の 歌衰(この 曷 

台 に ぱ 木戕的 M 超合 に.>ら びく 二日 のら書いゝと木 求 致 Eのす一に

ハPPナ千証にA右ご=る不木市常をﾡ状すろ = こ=t リ,! 

・シ未はは産に? リドオテャ スとァﾡえ上 リマ の利益を1 
«7る師ﾡ営をらたたﾡゝと. ダピ=よる。

" <にャ近>るべさ夕は, 当村にみける林ﾡの経ﾡN位 

"とここいに常六した=とつろろ-

官 川 砲キ' メボ ©い=に、Yといつたﾡとひい当 *

「, ナべ所位ばをおのこい代こと = は ノ

?レ FIデみ#坂 こ偏 ・, N = よて い ・ る ・ 

内メ常 に 質»A"つに夕山くた分不やベースにのるしのとし

ハが$4ロ, "や災ﾡでが培ベ-スF のっそ店肥

ュPに必大®を高ソカ=LにJつz, 町ﾡ終にみける当村科

1 ﾡ門*位び々 z と=常大しにクニあろ- •

・ x た4。 え , 村"ロ 催 対岡高ﾡ バ •； ご レ g 
、 ﾡ ﾡーカー け? ヘずの秘«, パス杯セと当#7K
4"くるの崎®のﾡ*と, たFおい二はバﾡに小 

け :やだア長けらくるみ 円» -級的不足によ っェだﾡ。

たハ介と»えらろ、

A上グ株英流のみ宛寄ご巧 ら,, 次にﾡ▽ﾡﾡ経 

将 の 花紀 上っいご ふ れ る- 1→いこ寸ﾡ 休 否とﾡ占を 

品 私Yに分 こる ・パ体 利で あ る しハ感!=f ? < 
て ロ なら 疗い "済月ﾡ根引. x投別にみ九舌千カエ"ス 

りしることてらみっろバくミみﾡについこゴ, 予ご・リ? 

げらルろう定), こ »で、げこの共についてはふハT. わ九ウル 

ハこ2た々タアの 状業 求術査! ノ 4 ァをタ にレ = れこ 

"つたや不当点町#女経営胡をく 戸ﾡこ ・さ#会 E こ 

ャ:ロrカラナーていミゲン 燃老河在はえ(ﾡナ上さ一会きた 

ャ こいろ りを対ﾡにした一-なすのた一資経。< て 

い"いこ クと<ナ炎択しそろた> =こ と十い、F リっ 

「ろいミ とでうろ-

j Mご約と F デ総にハけョ ロ e ロ=み らL ﾡ はるさ 

にれワワるﾡ化にっいくみ 5 ,
g おに 7いては "サリ司よ り T分お、ロナ 北 二,っ = 

つ:いろ。 ﾡ戸と汚の時, %らﾡこハ※こ預 列= ﾡ

こて6 こみと4?に ・行 &, <ハ〜リカローた 

レていない。 しクと同じﾡのにつ?さ=行く〜リカ:し 

ごいろﾡ間乙Zその理はまち才ち ゴろ り, <ミに一定会

みられないっ ミg常ついて, iだ未らmの役g 
にアちこり点さ 九る、

G 内 本女はゝ人前の 〜 c ホ ケ っ /.〜/ ov。 ギ に ヘレ=

=いる。 •

、 は小ホの相所ﾡ 利 常と いっ ﾡ-ﾡの迫めと * = 

レ< るとし<ら 当村木 お市 合 ン み &書 ェ 

*左ハお犬と 二 当さが高 出 ろﾡへ本生ロ利=

たこさ ろこいっミとにt/ ﾡ ・ ム 5,ろう-尾 れ ろ.

( 下 A にフ い <ﾡ付ﾡ / o 51 Mに 4～/ E ( だたこ 7 ゲ 足 

伝は 4 yﾡに7さついる」
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m報スに? ては 生ラ へテ円三六径木乙 1
?た, いル"ろ T「ペ と 」ル %:ハハー 引 决, .

全常そﾡ出したベかルﾡ塚た1こ ロこ "» ノル ハ.. 二 彳 

た

つ= に糸生ほ通型ワら九たﾡ報に〜いて り る..

の. ・ず台内年ボ7ら系ほ2逐で一でして"ゃおのパ 

芝常しこ とをﾡしﾡくてけづPい,

和7にみポほキでこ いた 杯 「悟ﾡは ケタ/ 

4 り人いバった立い乙いろ" 在ご / 4 ヘ • 

ﾡ社レ 2. *神ﾡ択引にフるとゝ/本にみらtっ。T
ゅるゲ, 行に県平にみﾡ系村生心ﾡ師こTにm 3で

-ミの 現■東 に 瓦 づ ろ卄 利者农 と ク "电模た 術寸る ○の 

は任そでっていろ :ククヒとの1と- 二 そと, 一 」 

商層メ, ノ〜ノ。mﾡ®5, /oーク。町尚G子" 

"ノ テ。町商イ 2 ルノ ～ =o。 町ﾡ アク % ・ x/ 
上ﾡﾡ 卜。ヒ, 赤林ﾡ河ﾡク大ﾡ、ﾡるにつルてﾡ 

eこマっ二 いろ »mで大 しこいっ=ハス ゝ y: 研台に こ

クバつこいち,

ﾡ ? た ヴ校剛行方こ一ず継注者殺

当 会 /町よG 4 全 ・/～Q e.ースと ズの/～ グ。 5o...マ2 切ノ即心 一上
A ?/ 二7 ・ o #."

e ス/ レ ス ダ P
M " ・ e%

■• :, ,
リノ・n: レ つ 匚 ハ < F ス容 ペリ カ そ と感し

!&? コてい ハ マよﾡ日祖台7名

)tR /可ネボ"2にい=ﾡしT

・こz , 、!>に派河名→来た、いろ • 

と/ロにいっこ, -阿ﾡけ千を万列で死ろ。

1ず召ﾡ主体?え距*引にnわ会くみて *税名みァつ 

ﾡ2の べ系状とﾡ入し ﾡ林4こ そ出 した名-, 女 杯 疥 耳 ； 

レ妊客をで っこいにりのが浜生任にリ ビしたﾡとラ ろ 

芯印川M至的宿かそ犯匚おいて4,先からいab僉石力ヌイア 

のりの べ圧 例7に引い・ レかレﾡ林ら糸産手 てを各た 

■修證卷たれいZは的君のノ 5プ,省のカグ,おしひべてヴ極的 

の うロ ごれた,

ーロに系林を介ﾡし, 素代生ﾡ名でコている,はメーﾡﾡ 

ご名レいっマビ そハFﾡはのナレと同じてらい といろ+リ 

大さ 石•相 更 W o つそ いろ.

いチ, ゝれを経ﾡ主体の経営目刷にRけっY夕のロミスら 

大しこるこ,

ネ/のクイプ . 木代不に使気そ力ゝ, 預燈的に糸ﾡ性艦考 

ゅ2ゃっていろるり。 例え自分り有森休 げデか りごか< , 化 

くのu 席へ しこ木ﾡﾡを営み, 目分ハuのA 林ﾡ門の経 " 

アくiる伏ときえこいろようびこみ, (たとえH5H氏, k卜 

氏, T H1ア, ら,くf, Y. 出>
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